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特
集：

新
世
紀
を
拓
く
港
湾
の
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
　

〜
首
都
圏
の
活
力
を
支
え
る
東
京
湾
沿
岸
域
の

持
続
的
発
展
と
環
境
創
造
を
実
現
す
る
技
術
開
発
〜

関
東
地
方
整
備
局
港
湾
空
港
部
は
平
成
十
四
年
度

を
初
年
度
と
す
る
、
概
ね
十
年
間
を
目
標
と
す
る
関

東
港
湾
空
港
技
術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
、
技
術
開

発
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
当
ビ
ジ
ョ
ン
は

「
首
都
圏
港
湾
の
基
本
構
想
（
港
湾
空
港
部
）、
平
成

十
四
年
三
月
」
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
港
湾
関
係
者
等

の
技
術
開
発
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
外
部
専
門
家
に
よ

る
委
員
会
を
設
立
し
、
首
都
圏
の
港
湾
と
し
て
国
際

交
流
空
間
の
形
成
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の

対
応
な
ど
活
発
な
議
論
の
う
え
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
技
術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
首
都
圏
住
民
の
共

通
社
会
資
本
と
も
言
え
る
東
京
湾
沿
岸
域
の
持
続
的

発
展
と
、
東
京
湾
を
含
む
沿
岸
域
の
自
然
環
境
の
革

新
的
改
善
に
貢
献
す
る
技
術
開
発
の
調
和
的
推
進
」

を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
技
術
開
発
は
表
―
１
に
示
す
基
本
目
標
と

技
術
開
発
課
題
に
沿
っ
て
推
進
し
ま
す
。
そ
の
中
で

ト
ピ
ッ
ク
ス
的
な
個
別
開
発
技
術
は
、
①
国
際
競
争

力
の
強
化
に
資
す
る
海
陸
一
貫
輸
送
の
高
度
化
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
国
際
交
流
を
考
慮
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
技
術
の
開
発
、
②
東
京
湾
再
生
の
た
め

の
沿
岸
域
環
境
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
や
水
底
質
浄
化

技
術
と
し
て
赤
潮

回
収
装
置
の
開
発

及
び
青
潮
発
生
抑

制
技
術
の
開
発
、

③
循
環
型
社
会
形

成
に
資
す
る
建

設
・
産
業
副
産
物

等
の
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
の
開
発
、
④

快
適
な
水
辺
空
間

の
形
成
の
た
め
の

親
水
性
ブ
ロ
ッ
ク

の
開
発
や
従
来
の
護
岸
に
替
わ
る
砂
浜
等
ソ
フ
ト
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
利
用
し
た
高
潮
防
災
技
術
の
開

発
、
⑤
既
存
老
朽
化
施
設
の
健
全
度
調
査
や
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
技
術
の
開
発
、
等
で
す
。

表－１《技術開発の基本目標と技術開発課題》
【目標Ⅰ】高度な国際交流空間の形成を目指す技術開発

①海陸一貫輸送の高度化システムの構築
②首都圏における空港機能の拡充
③湾岸域における交通機能の強化
④国際交流空間にふさわしい港湾空港施設の開発

【目標Ⅱ】自然環境の保全・回復・創造に資する技術開発
①環境保全と適正な管理システムの構築
②沿岸域利用における自然共生技術の開発
③湾内の水底質の改善
④海洋・陸域汚染の防止・効率的対処

【目標Ⅲ】循環型社会形成支援を目指す技術開発
①港湾・空港におけるリサイクル材の活用
②港湾におけるリサイクル拠点の形成
③自然エネルギーの活用

【目標Ⅳ】沿岸域における快適性と安全・安心の提供を目指す技術開発
①快適な水辺の交流空間の創出
②災害に強い港湾・空港空間の形成

【目標Ⅴ】既存ストックの活用と効率的な整備を目指す技術開発
①既存港湾・空港ストックの有効活用
②港湾・空港構造物の効率的な設計・施工・管理

●
関
東
地
方
整
備
局
　
関
東
港
湾
空
港
技
術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
　

■
横
浜
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所

技
術
開
発
課
長
　
菊
池
信
夫

東京湾環境情報ネットワーク構想
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中
国
地
方
に
お
け
る
港
湾
・
空
港
の
新
し
い
姿
を

示
す
「
中
国
地
域
港
湾
・
空
港
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

中
国
地
方
の
現
状
を
認
識
し
た
中
で
、「
暮
ら
し
と

経
済
を
世
界
に
結
ぶ
み
な
と
」「
人
が
集
い
、
行
き

交
う
み
な
と
」「
自
然
と
共
生
す
る
み
な
と
」「
暮
ら

し
の
安
全
と
安
心
を
守
る
み
な
と
」
の
四
つ
を
目
指

す
べ
き
方
向
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
目
指
す
べ
き
方
向
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
中

国
地
方
の
自
然
環
境
条
件
、
社
会
経
済
条
件
等
か
ら

も
た
ら
さ
れ
る
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
解

決
し
、「
中
国
地
域
港
湾
・
空
港
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

中
国
地
方
に
お
け
る
技
術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ

の
「
中
国
地
域
港
湾
・
空
港
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
目
指
す

べ
き
方
向
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
開
発
の
方
向
性

を
示
す
も
の
と
し
て
位
置
付
け
、
以
下
に
示
す
目
標

の
も
と
技
術
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
目
標
に
基
づ
き
、
中
国
地
方
港
湾
空
港
技

術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
中
国
地
方
の
自
然
環
境
条

件
や
社
会
経
済
条
件
等
を
見
据
え
、
重
点
的
に
取
り

組
む
技
術
開
発
テ
ー
マ
を
下
表
と
し
ま
し
た
。

瀬戸内海総合水質調査データの活用

●
中
国
地
方
整
備
局
　

環境整備船によるゴミ・油回収作業の高度化

技術開発のテーマ�
輸送の高度化�
物流の安定化・効率化�
荷役コストの縮減�
�
水質・底質などの改善�
�

生物・生態系の保全�

漁業活動への配慮�

海洋環境の保全�
浚渫土砂等の再生（リサイクル）技術�
近隣施設（製鉄所、発電所等）から排
出されるリサイクル資源の活用技術�

災害時への対応�

防災機能の充実�

船舶事故の防止�
利用動線上にある施設のバリアフリー
化、ユニバーサルデザインの導入�

海面水位上昇への対応�

技術開発案件の具体例�
●AISシステムの貨物輸送への応用技術の開発�
●港湾EDIシステムの中国管内各港湾の特性に応じたカスタマイズ�
●ガントリークレーン、ヤードクレーン等港湾荷役機械の自動化・無人化技術�
●バイオ菌を用いた底質浄化システムの開発�
●瀬戸内海総合水質調査データの活用方策の検討�
●海底浮泥による水質汚濁の改善方策と処理工法の開発　等�
●外海に面した海域における干潟造成技術�
●藻場・干潟造成プログラムの開発�
●水深差に左右されない密閉型汚濁防止膜の開発�
●汚濁防止を考慮した海底凹部への浚渫土砂埋め戻し技術　等�
●環境整備船によるゴミ・油回収作業の高度化技術の開発�
●浚渫土砂、建設発生土の減容化・再資源化のための技術開発�
●海砂代替材の開発（産業廃棄物を活用するための品質改良技術）と適用工法の検討�
●石炭灰粒状物を使用したSCP工法�
●瀬戸内海高性能浮体式防災基地の開発�
●災害復旧マニュアルの作成�
●津波・高潮防災ステーションの整備�
●ハザードマップの作成　等�
●プレジャーボート活動を含めた広範な船舶へのAISシステムの適用技術�

●港湾施設におけるバリアフリー化、ユニバーサルデザイン導入に向けた検討�

●異常潮位を考慮した海岸保全施設整備の検討�
●地球温暖化における温室効果ガス削減に向けた検討�

目
標
I
�

目
標
II
�

目
標
III
�

目
標
Ⅰ：

中
国
地
方
に
お
い
て
地
域
の
国
際
競

争
力
を
強
化
し
た
港
湾
づ
く
り
を
支

援
す
る
技
術
開
発

目
標
Ⅱ：

中
国
地
方
の
美
し
い
海
域
環
境
を
支

え
る
技
術
開
発

目
標
Ⅲ：

瀬
戸
内
海
及
び
日
本
海
沿
岸
部
の
住

民
・
産
業
へ
の
安
全
と
安
心
を
提
供

す
る
技
術
開
発

目
標
Ⅳ：
中
国
地
方
の
現
場
条
件
に
適
し
た
効

率
的
な
港
湾
・
空
港
整
備
の
た
め
の

技
術
開
発

■
広
島
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所

技
術
開
発
課
長
　
出
路
康
夫

広島港湾空港技術調査事務所では「瀬戸内海水質調査データ」をホームページで公開しています。
【アドレス　http://www.pa.cgr.mlit.go.jp/gicyo/suishitu/index.htm】



5 Coastal Development Institute of Technology No.７ 2002

特
集

計
画
の
位
置
づ
け

昨
年
策
定
さ
れ
た
「
四
国
の
港
湾
・
空
港
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
新
世
紀
に
期
待
さ
れ
る
四
国
の
港
湾
・
空

港
の
役
割
と
し
て
「『
自
立
す
る
四
国
』
の
暮
ら
し

を
海
に
開
く
み
な
と
」を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
。

四
面
を
瀬
戸
内
海
と
太
平
洋
と
い
う
海
に
開
か
れ

た
四
国
で
は
、
主
要
な
国
内
物
流
を
大
き
く
海
運
に

依
存
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
輸
出
入
貨
物
、

国
際
航
空
旅
客
の
増
大
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
相
ま
っ
て
四
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
国
際
化
も

着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
世
界
的
に
も
か
け
が
え
の
な
い
瀬
戸
内
海

の
自
然
・
文
化
・
歴
史
の
将
来
世
代
へ
の
継
承
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
溢
れ
る
交
流
空
間
の
形

成
、
人
口
や
産
業
が
集
積
す
る
臨
海
部
の
暮
ら
し
へ

の
安
心
の
提
供
等
、
様
々
な
要
請
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

四
国
の
港
湾
・
空
港
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
多
種

多
様
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
直
面
し
て

い
る
諸
課
題
を
克
服
、
新
生
し
て
い
く
た
め
に
、

技
術
が
担
う
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

「
四
国
の
港
湾
・
空
港
技
術
開
発
計
画
」
は
、「
四

国
の
港
湾
・
空
港
ビ
ジ
ョ
ン
」
実
現
の
た
め
の
技

術
面
か
ら
の
行
動
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
す
。

技
術
開
発
の
目
標

「
四
国
の
港
湾
・
空
港
技
術
開
発
計
画
」
に
お
い
て

は
、
四
つ
の
技
術
開
発
目
標
を
掲
げ
技
術
開
発
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ．
四
国
地
域
の
海
上
・
航
空
輸
送
機
能
の
向
上

〜
四
国
と
世
界
と
の
交
流
の
中
で
〜

本
州
と
の
三
架
橋
開
通
後
も
依
然
と
し
て
根
強
い

海
運
利
用
や
、
ア
ジ
ア
輸
送
の
準
国
内
輸
送
化
の
進

展
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
海
上
輸
送
は
四
国
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
発
展
め
ざ
ま
し
い
航
空
輸
送
は
、
地
域

に
お
け
る
業
務
・
観
光
に
と
っ
て
必
需
の
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
四
国
の
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
こ
れ
ら

の
物
流
・
人
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
向
上
に

資
す
る
技
術
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ⅱ．
多
彩
な
沿
岸
域
の
持
続
可
能
な
発
展

〜
四
国
の
美
し
い
海
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
〜

北
は
瀬
戸
内
海
、
南
は
太
平
洋
と
い
う
性
格
を
異

に
し
た
海
に
面
し
た
四
国
地
域
に
お
い
て
、
沿
岸
域

の
豊
か
な
自
然
、
美
し
い
海
を
将
来
世
代
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
は
現
代
を
生
き
る
我
々
の
大
き
な
使
命

で
す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
、
資
源

循
環
へ
の
要
請
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
美
し
い
環
境

と
豊
か
な
資
源
を
将
来
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め

の
技
術
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ．

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
・
安
定
の
確
保

〜
四
国
の
暮
ら
し
を
支
え
て
〜

四
国
の
沿
岸
域
に
存
す
る
町
々
は
大
型
台
風
の
襲

来
や
大
地
震
の
発
生
な
ど
常
に
自
然
の
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
四
国
の
豊
か
な

海
を
活
用
し
た
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
街
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
の
海
辺
、
沿
岸
域
空
間
の
積
極

的
利
活
用
な
ど
海
は
四
国
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
離
島
な
ど

海
運
依
存
の
高
い
地
域
を
は
じ
め
と
し
て
、
誰
に
も

使
い
や
す
い
み
な
と
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
暮
ら
し

の
安
定
、
生
命
・
財
産
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

技
術
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ⅳ．

よ
り
効
率
的
な
施
設
整
備
の
実
施

〜
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
の
向
上
〜

社
会
資
本
整
備
を
取
り
ま
く
環
境
は
日
々
変
化
し

て
お
り
、
近
年
特
に
コ
ス
ト
縮
減
、
事
業
期
間
の
短

縮
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
深
刻
な
財
政
状
況
を
踏

ま
え
た
社
会
資
本
の
投
資
効
率
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
他
地
域
に
先
駆
け
て
人
口
減

少
の
進
む
四
国
に
お
い
て
は
投
資
余
力
の
減
少
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
や
維
持
管
理

を
見
据
え
た
施
設
整
備
技
術
な
ど
こ
れ
ら
に
対
応
す

る
技
術
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

技
術
開
発
テ
ー
マ

当
局
に
お
い
て
既
に
開
発
に
着
手
し
て
い
る
テ
ー

マ
の
一
つ「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
式
海
域
環
境
保
全
工
法
」

を
紹
介
致
し
ま
す
。

●
四
国
地
方
整
備
局
　
「
自
立
す
る
四
国
」
と
と
も
に
歩
む
た
ゆ
ま
な
き
技
術
へ
の
挑
戦
―
四
国
の
港
湾
・
空
港
技
術
開
発
計
画
―

「エコシステム式海域環境保全工法」

港湾・海岸構造物に生物共生系による循環システム形成の核となる生息基質（生物
の住み場所）を提供することにより、失われた自然の一部を再生する新しい海域環
境修復技術です。海域の汚れに対する見方を生物の餌となる資源として改め、自然
界が潜在的に有する食物連鎖を修復することで、生態系のバランスを回復させ、そ
の結果、海域環境を改善するものです。

「エコシステム式海域環境保全工法」のイメージ

■
高
松
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所

技
術
開
発
課
長
　
細
谷
重
勝

従来型構造物の断面イメージ

環境配慮型構造物の断面イメージ



No.７ 2002 CDIT 6

技
術
開
発
五
箇
年
計
画
の
概
要

九
州
地
方
整
備
局
港
湾
空
港
部
で
策
定
し
て
い
る

「
九
州
に
お
け
る
港
湾
・
空
港
の
技
術
開
発
五
箇
年

計
画
」
は
、
平
成
八
年
度
に
策
定
し
た
技
術
開
発
五

箇
年
計
画
に
替
わ
る
も
の
で
、
平
成
十
三
年
六
月
に

策
定
し
た
「
九
州
に
お
け
る
新
世
紀
の
港
湾
・
空
港

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
な

裏
付
け
を
確
立
す
る
た
め
、
今
後
概
ね
五
年
間
で
取

り
組
む
べ
き
技
術
開
発
の
理
念
・
目
標
及
び
具
体
的

な
研
究
項
目
な
ら
び
に
推
進
方
策
を
示
し
た
も
の
で

す
。本

計
画
で
は
、「
九
州
港
湾
空
港
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

踏
ま
え
、
三
つ
の
理
念
と
四
つ
の
目
標
を
設
定
し
、

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
重
点
技
術
開
発

分
野
に
つ
い
て
、
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

技
術
開
発
の
具
体
例：

高
波
浪
域
に
お
け
る
藻
場
造
成
技
術

近
年
、
港
湾
構
造
物
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
周

囲
の
生
態
系
に
配
慮
し
た
環

境
共
生
型
の
整
備
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
現
在
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
下
関
沖
合
人

工
島
の
外
周
護
岸
に
お
い
て

も
藻
場
造
成
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
外
海
に
面
し
て

い
る
た
め
高
波
浪
な
ど
厳
し

い
自
然
条
件
下
で
の
整
備
と

な
り
ま
す
（
図
―
１
）。
こ

の
た
め
、
下
関
沖
合
人
工
島
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と

し
て「
高
波
浪
域
に
お
け
る
藻
場
造
成
技
術
の
開
発
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
よ
り
、
海
藻
類
が
着
生
し
や
す
い

よ
う
に
凹
凸
を
多
く
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
自
然
石
や

円
柱
を
配
置
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
五
種
類
の
水
生
生

物
協
調
ブ
ロ
ッ
ク
（
図
―
２
）
を
試
作
・
据
え
付
け

を
行
い
追
跡
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
写
真
―

１
）。
ま
た
、
移
植
（
藻
体
・
種
苗
・
幼
体
）
技
術
、

基
盤
整
備
（
基
質
・
形
状
・
裸
地
化
）
技
術
の
開
発

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

I. 

輸
送
の
高
度
化
技
術�

II. 

豊
か
な
沿
岸
環
境
保
全
と
創
造�

III. 

リ
サ
イ
ク
ル
と
廃
棄
物
対
策�

IV. 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
評
価
に
基
づ
く
施
設
整
備�

V. 

台
風
・
高
潮
か
ら
の
防
護�

VI. 

調
査
・
施
工
の
高
度
化�

VII. 

設
計
の
合
理
化�

・
海
陸
一
貫
輸
送
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
構
築�

�

・
高
波
浪
域
に
お
け
る
藻
場
造
成
技
術
の
開
発�

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
海
域
環
境

　
改
善
技
術
の
開
発�

・
浚
渫
土
砂
有
効
活
用
技
術
の
開
発�

�

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用�

・
桟
橋
上
部
工
の
劣
化
防
止
対
策
技
術
の
開
発�

�

・
異
常
潮
位
の
検
証
及
び
原
因
究
明
調
査�

�

・
自
動
係
船
装
置
の
開
発�

・
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
高
度
化�

�

・
軟
着
堤
設
計
手
法
の
高
度
化�

・
埋
立
地
盤
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
沈
下
予
測
手
法
の
確
立�

重
点
技
術
開
発
分
野�

具
　
体
　
例�

●
九
州
地
方
整
備
局
　
九
州
の
港
湾
空
港
の
技
術
開
発

写真―１　追跡調査状況（クロメ生育状況）

図―1 下関沖合人工島　環境共生型護岸イメージ図

図―2 水生生物強調ブロック

■
下
関
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所

技
術
開
発
課
長
　
　
原
田
卓
三



は
じ
め
に

沖
縄
は
、
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
の
本

土
復
帰
以
降
、
本
格
的
な
港
湾
整
備
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。復
帰
後
の
技
術
開
発
の
流
れ
を
み
る
と
、

本
土
技
術
の
導
入
か
ら
沖
縄
独
自
の
技
術
開
発
に
は

じ
ま
り
、
大
型
岸
壁
・
大
水
深
防
波
堤
・
大
規
模
橋

梁
等
新
た
な
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
、
近
年
は
こ
れ

ら
ハ
ー
ド
な
技
術
開
発
に
加
え
て
、
景
観
、
サ
ン
ゴ

の
移
植
等
環
境
を
テ
ー
マ
と
す
る
技
術
開
発
が
重
点

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
局
で
は
、
一
九
九
六
年
度
（
平
成
八
年
度
）
に

「
沖
縄
に
お
け
る
港
湾
技
術
開
発
五
箇
年
計
画
」
を

策
定
し
、
臨
港
道
路
の
耐
震
補
強
、「
サ
ン
ゴ
と
共

生
す
る
港
湾
整
備
計
画
手
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
作
成
、

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
関
連
の
技
術
開
発
等
、
順
次
技
術
開

発
課
題
の
解
決
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
、
近
年
の
港
湾
を
取

り
巻
く
諸
情
勢
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
実
効
性
の
あ
る
技
術
開
発
の
計
画

的
推
進
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
二
〇
〇
一
年
度

に
新
た
に
「
沖
縄
に
お
け
る
港
湾
空
港
技
術
開
発
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

技
術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
基

本
理
念
と
五
つ
の
目
標

沖
縄
は
我
が
国
唯
一
の

亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
の
島

嶼
県
で
あ
る
と
と
も
に
、

島
の
周
囲
に
広
が
る
サ
ン

ゴ
礁
、
透
明
度
の
高
い
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海

な
ど
、
我
が
国
の
中
で
も

際
立
っ
た
特
性
を
有
す
る

地
域
で
す
。

こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
環

境
が
観
光
立
県
沖
縄
を
支

え
る
最
大
の
観
光
資
源
と

も
な
っ
て
お
り
、
環
境
保

全
に
つ
い
て
は
注
意
深
い

配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
沖
縄
で
開
発
さ

れ
た
技
術
は
、
類
似
の
自

然
特
性
を
有
す
る
東
南
ア
ジ

ア
及
び
南
太
平
洋
の
国
々
で

の
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

「
沖
縄
の
豊
か
な
環
境
を
未

来
世
代
に
創
り
伝
え
る
み
な

と
技
術
の
開
発
〜
ア
ジ
ア
・

南
太
平
洋
に
向
け
て
の
沖
縄

発
技
術
〜
」を
技
術
開
発
ビ

ジ
ョ
ン
の
基
本
理
念
と
す
る

と
共
に
、図
に
示
す「
美
ら
海

の
創
造
」な
ど
五
つ
の
目
標

を
設
定
し
、計
画
的
、
主
体

的
に
技
術
開
発
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

7 Coastal Development Institute of Technology No.７ 2002

特
集

●
沖
縄
総
合
事
務
局
　
沖
縄
に
お
け
る
港
湾
空
港
技
術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン

那覇港沖防波堤の消波ブロックに定着したサンゴ礁

イベントでにぎわう那覇港泊埠頭

大東島における人の乗降状況

■
沖
縄
総
合
事
務
局
　
開
発
建
設
部

港
湾
計
画
課
　
建
設
専
門
官
　
吉
平
健
治
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は
じ
め
に

「
浮
体
構
造
物
」
は
干
満
に
追
従
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
地
震
に
強
く
、
海
水

交
換
性
が
あ
る
な
ど
環
境
へ
与
え
る
影

響
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
浮
桟
橋
等
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
浮
桟
橋

の
高
度
化
と
い
う
観
点
で
、
日
本
財
団

の
助
成
を
受
け
て
二
つ
の
研
究
を
実
施

し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

「
揺
れ
な
い
浮
体
構
造
物
の
研
究
」

浮
体
に
は
動
揺
す
る
と
い
う
特
性
が

あ
り
ま
す
。
浮
桟
橋
の
利
用
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
浮
桟
橋
の

揺
れ
が
気
に
な
る
の
は
、
近
く
を
通
過

す
る
船
舶
の
航
走
波
（
周
期
四
〜
六
秒
）

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た

（
図
―
１
）。

浮
体
の
運
動
に
は
図
―
２
の
六
成
分

が
あ
り
、
浮
桟
橋
の
動
揺
に
つ
い
て
は

そ
の
中
のR

oll

（
横
揺
れ
）
運
動
に
起
因

す
る
も
の
が
卓
越
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
こ
の
横
揺
れ
を
低
減

で
き
る
機
構
の
中
か
ら
、
浮
体
構
造
物

へ
適
用
で
き
る
も
の
を
選
定
し
（
表
―

１
）、
水
槽
実
験
と

数
値
計
算
に
よ
り

そ
の
効
果
を
検
証

し
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
従
来
の
動
揺

制
御
機
構
を
付
加

し
な
い
も
の
に
比

べ
、
大
き
な
動
揺

低
減
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
研
究

成
果
と
し
て
「
揺
れ

な
い
浮
体
構
造
物
の
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
、
動
揺
制
御
機
構
の
選
択
方

法
な
ど
、
基
本
計
画
を
行
う
た
め
の
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や
各
動
揺
制
御
機
構
の
設

計
方
法
及
び
設
計
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

●
実
機
適
用
例

揺
れ
な
い
浮
桟
橋
の
一
号
機
と
し
て

平
成
十
三
年
三
月
に
広
島
県
倉
橋
島
漁

港
に
水
線
幅
変
更
タ
イ
プ
（
フ
ィ
ン
付

浮
体
）
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
浮

桟
橋
の
近
く
で
実
際
に
船
を
航
走
さ
せ
、

動
揺
量
を
計
測
し
、
従
来
型
の
浮
桟
橋

と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
鉛
直
方
向
の
加

速
度
は
三
分
の
一
に
、
ロ
ー
ル
角
加
速

度
は
二
分
の
一
に
低
減
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、本
年
三
月
に
は
本
技
術
を
よ
り
高
度

化
し
て
適
用
し
た
浮
桟
橋
二
函
が
沖
縄

県
西
表
島
で
竣
工
し
て
い
ま
す
。

クローズアップ・テクノロジー

―浮桟橋の高度化―

山谷弘幸・奥村耕之・古田大介

cl
o
se
up
te
ch
no
lo
g
y

山谷弘幸（やまや・ひろゆき）
（財）沿岸開発技術研究センター　調査部　研究主幹兼第一調査部長

奥村耕之（おくむら・やすゆき）
（財）沿岸開発技術研究センター　調査部　主任研究員

古田大介（ふるた・だいすけ）
（財）沿岸開発技術研究センター　調査部　研究員

浮体構造物の新技術

図―２　浮体の運動

その他�

常時�

船の接岸時�

船が近くを�
通過する時�

揺れが�
気になるのは�
どんな時ですか？�

図―１　アンケートによる調査結果

表―１　動揺制御機構
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「
超
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た

浮
体
構
造
物
の
研
究
」

よ
り
経
済
的
な
浮
桟
橋
を
目
指
し
て
、

超
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
と
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
に
よ
る
浮
体
構
造
物
の
研
究

を
実
施
し
ま
し
た
。

超
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
目
標
仕
様

は
次
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

・
単
位
体
積
質
量
　
１
・
５

・
強
　
度
　
30
N
／
　
以
上

・
ス
ラ
ン
プ

18
cm

配
合
及
び
硬
化
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
性

状
を
表
―
３
、
表
―
４
に
示
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
て
中
性
化

試
験
、
塩
化
物
浸
透
試
験
、
透
水
試
験
を

行
っ
た
結
果
、
ほ
ぼ
同
程
度
の
強
度
を
有

す
る
普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
比
べ
て
非

常
に
高
い
抵
抗
性
を
示
し
ま
し
ま
し
た
。

ま
た
、
超
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使

用
し
た
鋼
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
梁
（
Ｒ
Ｃ
Ｈ
梁
）
は
、
同
等
の
圧

縮
強
度
を
有
す
る
普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
使
用
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｈ
梁
と
比
較
し
て
、

同
等
以
上
の
強
度
を
示
し
、
ひ
び
割
れ

に
つ
い
て
も
過
大
と
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、「
浮
体
」
の
も
つ
移
動
性
を

活
か
す
た
め
の
係
留
方
法
と
し
て
ヨ
ー

ク
係
留
方
式
を
提
案
し
、
水
槽
実
験
と

解
析
を
実
施
し
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

研
究
の
結
果
、
超
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
用
い
た
浮
体
構
造

物
は
十
分
な
強
度
と
耐

久
性
を
保
有
し
て
お
り
、

軽
量
化
に
よ
る
吃
水
の

減
少
に
よ
っ
て
、
浮
桟

橋
高
さ
の
低
減
及
び
係

留
力
の
減
少
に
よ
る
係

留
機
構
の
軽
減
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従

来
形
式
の
浮
桟
橋
に
比

べ
て
経
済
性
に
優
れ
て

い
る
こ
と
が
判
り
ま
し

た
（
設
計
条
件
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
概
ね

六
〜
十
％
）。

お
わ
り
に

こ
こ
で
紹
介
し
た
２

つ
の
研
究
は
、「
揺
れ
な

い
浮
体
構
造
物
の
研
究

委
員
会
（
委
員
長：

広
島
大
学
高
木
教

授
）」
及
び
「
超
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

に
よ
る
浮
体
構
造
物
の
研
究
委
員
会

（
委
員
長：

早
稲
田
大
学
清
宮
教
授
）」

に
お
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
、
研
究
成

果
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
と
り
ま
と
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
揺
れ
な
い
浮
体
」

に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
動
揺
制

御
効
果
を
視
覚
的
に
確
認
で
き
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
同
梱
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
浮
体
構
造
物
の
計
画
に

あ
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
が

役
立
つ
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

本
研
究
に
助
成
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
日
本
財
団
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

clo
se
up
techno

lo
g
y

倉橋漁港浮桟橋

図―４　ヨーク係留装置

図―３　従来型浮桟橋との比較
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平
清
盛
が
宮
島
に

建
造
し
た
社
殿

井
上

今
年（
平
成
十
四
年
）の
管

絃
祭
は
七
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

野
坂

管
絃
祭
は
、
平
清
盛
が
京

都
で
行
わ
れ
て
い
た
神
事
行
事
を

宮
島
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
す
。
も
と
も
と
川

で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
海
に
舞
台
を
変
え

て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

川
と
違
っ
て
海
で
は
潮
の
干
満
が
あ
り
ま

す
。大
潮
の
と
き
に
行
う
方
が
い
い
の
で
す
が
、

九
月
の
大
潮
が
台
風
時
期
で
す
か
ら
、そ
こ
は
避

け
て
次
に
潮
が
大
き
い
時
期
と
し
て
、旧
六
月

十
七
日
に
管
絃
祭
の
日
を
決
め
た
よ
う
で
す
。

井
上

そ
れ
は
、
台
風
の
よ
う
な
気
象
の
厳
し

い
時
期
で
は
、
海
を
渡
る
の
は
大
変
だ
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

野
坂

は
い
。
確
実
に
遭
遇
し
ま
す
。
も
と
も

と
管
絃
船
は
櫓
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
た

ま
た
ま
三
〇
〇
年
前
の
旧
六
月
に
台
風
が
襲
来

し
遭
難
し
か
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を

や
め
て
、
現
在
の
漕
ぎ
手
船
が
管
絃
船
を
曳
航

す
る
形
式
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

井
上

当
時
の
人
た
ち
の
海
や
気
象
に
関
す
る

知
識
は
相
当
な
も
の
で
す
ね
。

平
清
盛
は
、
毎
月
の
よ
う
に
厳
島
神
社
に
参

拝
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。

野
坂

い
ま
で
こ
そ
、
新
幹
線
で
広
島
・
京
都

間
は
約
二
時
間
で
行
き
来
で
き
ま
す
が
、
当
時

No.７ 2002 CDIT 10

（財）沿岸開発技術研究センター
理事長　井上　興治

CDIT対談

沿岸の未来を見据えて

平清盛が海上に築いた世界文化遺産
自然に融けこんだ800年の歴史は
海を熟知した技術文化そのもの
世界でも類を見ない海中を敷地とした建造物である厳島神社は、

８００年を経た今日も我々の前に当時と変わらぬ佇まいを見せています。
しかし、近年は台風や異常潮位による廻廊の冠水被害など、

厳しい自然環境と共存する海洋建造物の厳しい現実問題に直面しています。
今号では、野坂宮司に神社誕生から厳しい自然との共存まで幅広くお話を伺いました。

ゲスト―厳島神社宮司 野坂 元良 氏
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は
瀬
戸
内
海
の
海
上
を
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
山
陽
道
は
現
在
の
新
幹
線
が
走
っ
て

い
る
丘
陵
の
向
こ
う
側
に
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん
険

し
い
道
で
し
た
。
山
が
わ
ず
か
に
稜
線
越
え
で

見
え
る
ぐ
ら
い
で
、
海
岸
線
な
ど
ま
っ
た
く
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

井
上

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
や
は
り
海
が
一

番
安
全
。

野
坂

そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
、
瀬
戸
内
海
は

大
き
な
船
が
通
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
し
て
も

西
廻
り
に
な
り
ま
す
。
宮
島
の
南
側
を
通
り
、

ち
ょ
う
ど
無
人
島
（
小
黒
神
島
）
が
あ
る
あ
た

り
か
ら
、
北
上
し
て
接
岸
し
た
よ
う
で
す
。
当

時
の
船
は
、
現
在
の
よ
う
に
そ
れ
ほ
ど
喫
水
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
航
路
で
宮
島
に
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

井
上

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
に
は
、
制
海

権
を
握
れ
ば
、
政
治
・
経
済
の
実
権
を
司
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
政
策
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

野
坂

当
時
、
瀬
戸
内
海
に
は
水
軍
の
水
先
が

い
ま
し
た
。
来
島
水
軍
で
す
ね
。
彼
ら
は
瀬
戸

内
海
の
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
を
知
っ
て
い
る

上
で
水
先
を
し
た
よ
う
で
す
。
やは
り
、
彼
ら

を
手
な
ず
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、海
上
の
要
衝
を
清
盛
や
そ
の
配
下

の
者
が
知
っ
て
い
た
上
で
治
め
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
平
清
盛
は
毎
月
と
い
う
ほ
ど
参

拝
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
何
か
事
件
が
あ
る
た
び

に
見
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
安
徳
天
皇
の
ご
出
産
の
と
き
な
ど
、

そ
の
よ
う
な
と
き
に
厳
島
詣
を
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
船
管
絃
を
行
う
よ
う
に
な
る
の
は
、

瀬
戸
内
海
の
制
海
権
が
手
に
入
っ
て
、
厳
島
に

ご
社
殿
を
つ
く
っ
た
後
の
話
で
す
。
そ
れ
ま
で
、

厳
島
に
は
神
楽
は
あ
り
ま
し
た
が
、
雅
楽
や
舞

楽
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
も
の
を

厳
島
に
も
た
ら
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

井
上

海
上
か
ら
大
鳥
居
を
潜
っ
て
、
廻
廊
に

入
る
景
観
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

野
坂

現
在
の
正
面
の
水
路
は
、
今
の
よ
う
に

浅
か
っ
た
ら
船
は
入
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

当
時
は
か
な
り
深
い
も
の
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

厳
島
神
社
の
正
面
の
湾
も
当
時
は
こ
れ
ほ
ど

大
き
な
湾
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
湾
は
、
こ
こ
に
注
ぎ
込
む
川
を
堰
き
止
め

て
、
本
流
を
西
の
方
に
流
し
て
つ
く
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
、
今
の
御
本
殿
が
あ
る
と
こ
ろ

に
は
高
床
式
の
建
物
が
あ
り
ま
し
て
、
裏
か
ら

の
川
を
直
に
受
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大

規
模
の
建
物
を
建
造
す
る
と
き
に
堰
き
止
め
た

よ
う
で
す
。

井
上

土
砂
崩
れ
で
土
砂
が
川
を
通
し
て
流
れ

込
ん
で
き
て
、
神
殿
や
廻
廊
な
ど
に
被
害
を
与

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
河
川
を
切
り
替
え
た
。

野
坂

そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て

の
事
業
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、こ
の
建
物
に
は
い
か
に
も
拙
速
と
い

え
る
部
分
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

井
上

そ
れ
は
、建
造
途
中
で
、あ
る
い
は
始
め

か
ら
そ
の
よ
う
な
建
造
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

野
坂

始
め
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
に
、
現
在
の
入
り
口
か
ら
御
本
殿
ま
で

の
廻
廊
は
、
ほ
と
ん
ど
当
時
と
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
変
化
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
屋
根
裏

に
手
抜
き
が
多
い
と
建
築
の
専
門
家
が
言
っ
て

い
ま
す
。

井
上

し
か
し
、
構
造
力
学
的
に
は
、
本
当
の

手
抜
き
を
し
て
い
れ
ば
、
ほ
ん
の
少
し
の
現
象

で
も
壊
れ
る
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
も
な
く
八
〇
〇
年
間
も
自
然
環
境
の

中
で
原
型
を
維
持
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、む
し
ろ
非
常
に
簡
素
に
し
て
、か
つ
丈
夫
な

建
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

命
が
け
で
守
っ
た
平
家
納
経

井
上

野
坂
家
は
棚
守
（
た
な
も
り
）
職
と
い

う
職
務
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

野
坂

棚
守
職
は
、
も
と
も
と
読
ん
で
字
の
如

く
、
御
本
社
の
社
、
建
物
の
維
持
管
理
を
す
る

立
場
。
神
棚
を
守
る
職
務
で
す
。
そ
れ
を
毛
利

氏
が
厳
島
合
戦
の
と
き
の
功
績
を
称
え
て
、
棚

守
祭
儀
を
認
め
た
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
社
奉

行
的
な
立
場
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

井
上

厳
島
神
社
が
創
建
さ
れ
て
以
来
、
棚
守

職
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。

野
坂

創
建
以
来
の
棚
守
職
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
ろ
棚
守
と
呼
ん
で
い
た
の
か
も
わ
か
ら

な
い
の
で
す
。
平
清
盛
が
厳
島
神
社
に
信
仰
し

た
こ
ろ
の
神
主
は
佐
伯
景
弘
で
す
。
彼
は
神
主

景
弘
と
い
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
棚
守
職
を
務
め

た
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

平
家
滅
亡
の
と
き
に
鎌
倉
幕
府
が
藤
原
氏
の

一
族
を
厳
島
に
派
遣
し
て
、
神
主
家
を
つ
く
り

ま
し
た
か
ら
、
そ
こ
で
、
神
主
で
は
な
く
棚
守

職
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

井
上

明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
の
と
き
に
は
、

ご
苦
労
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

野
坂

御
本
殿
の
中
に
、
仏
像
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
破
却
・
焼
却
し
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
平
家
納
経
は
法
華

経
で
す
か
ら
、
当
然
、
御
宮
と
も
あ
ろ
う
も
の

が
お
経
を
保
存
す
る
と
は
何
事
か
と
破
却
す
る

よ
う
に
県
令
が
何
回
か
来
て
い
ま
す
。
そ
の
た

び
に
、
当
時
の
神
主
が
上
京
し
て
明
治
政
府
に

嘆
願
し
ま
し
た
。

井
上

そ
の
よ
う
な
命
が
け
の
行
動
の
お
陰

で
、
貴
重
な
歴
史
文
化
財
が
今
日
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

野
坂

戦
後
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
正
面
の
四
棟
の
建
物
の
内
、
両
側
に
あ
る

楽
所（
楽
房
）が
本
殿
の
建
物
と
似
合
わ
な
い
か

ら
解
体
し
ろ
、と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。こ

れ
は
、廻
廊
の
屋
根
に
は
反
り
が
あ
る
が
、
楽

所
に
は
屋
根
に
反
り
が
な
い
か
ら
。
よ
っ
て
違

和
感
が
あ
る
か
ら
破
却
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
た
、
厳
島
神
社
に
は
千
木

ち

ぎ

・
鰹
木
か
つ
お
ぎ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
伊
勢
神
宮
や
熱
田
神
宮
に
は
あ
り
ま

す
が
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
千
木
を
つ
く
っ

て
設
置
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
も
と
も
と

CDIT対談



No.７ 2002 CDIT 12

無
い
と
こ
ろ
に
つ
く
っ
て
も
だ
め
で
す
ね
。
屋

根
が
桧
皮
葺
な
の
に
棟
を
瓦
で
葺
く
と
は
何
事

だ
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
神
社
は
仏
教
的
な

色
彩
が
強
い
建
物
で
も
あ
り
ま
す
。

世
界
的
に
類
の
無
い
海
上
建
造
物

井
上

そ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
一
九

九
六
年
（
平
成
八
年
）
に
は
世
界
文
化
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

野
坂

ち
ょ
う
ど
、
原
爆
ド
ー
ム
が
検
討
に
入

る
前
に
、
ユ
ネ
ス
コ
の
委
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
神
社
に
参
拝
す
る
人
は
特

定
の
信
者
か
ど
う
か
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
観
光
で
訪
れ
る
方
々
で
す
か
ら
信
者

で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、
誰

で
も
入
れ
ま
す
か
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

拝
観
料
を
い
た
だ
け
れ
ば
誰
で
も
入
れ
ま
す
よ

と
答
え
ま
し
た
。
要
す
る
に
特
定
の
人
し
か
出

入
り
で
き
な
い
建
物
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

井
上

や
は
り
、
海
上
に
あ
る
歴
史
的
な
建
造

物
は
世
界
的
に
も
例
が
‥
‥
。

野
坂

無
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
話
に
は
聞
い

て
い
る
け
れ
ど
も
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
と
来
ら
れ
た
方
々
も
ず
い
ぶ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
八
〇
〇
年
間
も
維
持
管
理
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
に
大
変
大
き
な
注
目
が
集
ま
り

ま
し
た
。

井
上

伊
勢
神
宮
が
二
十
年
ご
と
に
遷
宮
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
二
十
年
ご
と
に
遷
宮
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
勢
神
宮
を
つ
く
る
宮
大

工
や
技
術
を
ず
っ
と
継
承
し
て
い
く
意
図
も
あ

る
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

野
坂

木
造
の
建
物
の
生
命
は
二
十
年
と
い
う

話
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
、
御
正
殿
の
御
遷
宮
が

あ
っ
た
時
、
拝
見
し
ま
し
た
が
、
遷
宮
後
の
建

物
は
本
当
に
抜
け
殻
で
す
。
神
宮
に
お
聞
き
し

ま
す
と
、
中
に
神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
と
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
と
で
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
ん

で
す
よ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

人
間
で
も
、
伝
統
あ
る
神
主
の
職
を
継
い
で

も
だ
い
た
い
二
十
年
一
区
切
り
で
す
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
伊
勢
神
宮
の
建
造
物
に
も

い
え
る
と
思
い
ま
す
。

井
上

二
十
年
経
つ
と
、
新
し
い
世
代
の
人
が

一
人
前
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

野
坂

そ
れ
と
、
新
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

新
し
い
力
が
加
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
二
十
年
遷
宮
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

私
た
ち
も
や
り
た
い
ん
で
す
が
、
同
じ
も
の

を
建
て
る
土
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
れ
ば
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

井
上

し
か
し
、
遷
宮
を
し
な
く
と
も
こ
れ
だ

け
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
で
き
て
い
る
実
績
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
海
上
に
つ
く
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
鳥
居
は
島
を
信
仰
の

対
象
と
し
て
生
ま
れ
た

野
坂

こ
の
周
辺
地
域
に
住
む
人
々
が
、
こ
の

厳
島
に
何
を
見
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
島
を
神
と
見
る
の
か
。
こ
の
島
の
中
に
あ

る
も
の
を
神
と
見
て
い
る
の
か
。
こ
れ
が
、
ど

う
も
島
自
体
を
神
と
し
て
崇
め
る
信
仰
形
態
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
ど
こ

に
建
て
た
ら
い
い
か
。
そ
れ
が
、
海
上
に
建
て

る
こ
と
の
理
由
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

も
と
も
と
、
清
盛
が
改
造
す
る
前
の
建
物
が
、

海
の
中
に
高
床
式
の
柱
を
立
て
て
、そ
こ
に
御

殿
を
奉
っ
て
あ
っ
た
、と
佐
伯
景
弘
の
下
文
に

あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、何
も
な
い
と
こ
ろ
に
、

海
上
社
殿
を
発
想
し
た
の
と
は
少
し
違
い
ま
す
。

井
上

そ
う
す
る
と
、
平
清
盛
が
厳
島
に
来
て
、

海
上
に
奉
っ
た
高
床
式
の
社
殿
を
見
て
、
そ
れ

を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

野
坂

こ
れ
に
は
、
佐
伯
景
弘
の
意
見
が
非
常

に
多
く
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
も

と
も
と
厳
島
の
お
社
は
海
上
に
あ
る
建
物
だ
っ

た
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
延
長
し
て
も
違
和
感
が

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
清
盛
さ
ん
は
ど
う
思
い

ま
す
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

井
上

そ
の
時
代
に
は
大
鳥
居
は
な
か
っ
た
？

野
坂

こ
こ
の
湾
は
有
浦
と
い
い
ま
す
が
、
有

浦
大
鳥
居
四
基
と
い
っ
て
、
有
浦
だ
け
で
鳥
居

が
四
基
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
並
ん
で
い
た
も

の
な
の
か
、
重
な
っ
て
い
た
も
の
な
の
か
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。

井
上

そ
れ
は
、
清
盛
の
時
代
の
前
の
こ
と
で

す
か
。

野
坂

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
大

鳥
居
は
御
宮
の
鳥
居
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

島
に
対
す
る
鳥
居
で
す
。
島
と
大
鳥
居
の
間
に

御
宮
が
で
き
た
だ
け
の
こ
と
で
す
。
社
殿
の
大

き
さ
に
比
べ
て
鳥
居
が
大
き
い
で
す
か
ら
、
そ

の
よ
う
に
見
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

井
上

大
鳥
居
は
、
海
底
下
に
松
の
杭
を
た
く
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さ
ん
打
ち
、
そ
の
上
に
土
台
を
築
い
て
置
い
た

構
造
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
基
礎
を
つ
く

る
技
術
は
、
ど
こ
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
し

ょ
う
か
。

野
坂

ど
う
や
ら
日
本
製
で
は
無
さ
そ
う
で
す
。

井
上

さ
き
ほ
ど
鳥
居
は
四
基
も
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
あ
の
大
鳥
居
が
倒
れ
た
と
い

う
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

野
坂

大
鳥
居
が
、
今
の
形
に
な
っ
た
の
は
大

内
義
隆
の
天
文
時
代
で
す
。
そ
の
と
き
に
今
の

両
袖
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
神
明

鳥
居
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
傾
い

た
ら
倒
れ
ま
す
。
袖
の
柱
が
な
か
っ
た
ら
、
根

本
さ
え
腐
れ
ば
簡
単
に
ひ
っ
く
り
返
り
ま
す
。

井
上

倒
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
か
？

野
坂

あ
り
ま
す
。
鳥
居
が
百
何
年
も
無
い
時

代
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
鳥
居
は
再
建

で
は
な
く
建
立
な
の
で
す
。

床
面
の
高
さ
を
決
め
た

清
盛
の
美
的
セ
ン
ス

井
上

廻
廊
の
床
下
が
海
面
と
ど
れ
ぐ
ら
い
空

間
が
あ
る
の
か
。
広
島
湾
の
潮
位
か
ら
調
べ
ま

す
と
、
廻
廊
の
床
下
の
高
さ
は
、
通
常
の
満
潮

面
か
ら
約
三
十
セ
ン
チ
高
い
と
こ
ろ
に
つ
く
っ

て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
高
さ
が
、
管
絃
船
で
入

っ
て
き
た
と
き
に
、
海
に
浮
か
ん
で
い
る
神
社

の
荘
厳
さ
を
醸
し
出
す
一
番
美
的
に
優
れ
て
い

る
高
さ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

野
坂

清
盛
が
廻
廊
の
高
さ
を
何
を
基
準
に
決

め
た
の
か
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
人

一
人
に
よ
っ
て
解
釈
が
違
い
ま
す
。
大
潮
の
潮

位
の
高
い
と
こ
ろ
の
平
均
値
が
基
準
に
な
っ
た

と
い
う
人
も
い
ま
す
し
、
清
盛
に
天
文
学
的
な

素
養
が
あ
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

管
絃
祭
が
な
ぜ
旧
六
月
十
七
日
に
行
わ
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
も
、
関
連
し
て
く
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

井
上

こ
の
厳
島
神
社
が
映
え
る
時
期
は
い
つ

ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。

野
坂

夕
日
が
い
い
で
す
。
夕
日
が
当
た
る
と

全
面
的
に
建
物
が
燃
え
て
い
る
の
で
す
。
朝
日

は
部
分
的
に
し
か
当
た
り
ま
せ
ん
。
夕
日
は
ど

の
建
物
に
も
全
部
当
た
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

や
は
り
塗
料
は
ペ
ン
キ
で
は
な
く
光
明
丹
で
な

け
れ
ば
だ
め
で
す
。
七
月
か
ら
八
月
ま
で
の
夕

日
を
西
の
松
原
か
ら
見
る
と
、
建
物
が
オ
レ
ン

ジ
色
に
輝
き
ま
す
。

井
上

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
平
清
盛
の
美
的

セ
ン
ス
は
、
天
才
的
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

野
坂

で
す
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
点
を
総
合
し
て

み
る
と
、
平
清
盛
は
平
家
物
語
に
著
さ
れ
る
よ

う
な
悪
い
面
ば
か
り
の
人
で
は
な
い
。
良
い
面

も
見
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
最
近
の
先
生

方
の
ご
意
見
で
す
。

高
潮
は
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た

自
然
の
掃
除

井
上

そ
の
よ
う
な
自
然
現
象
を
想
定
し
な
が

ら
つ
く
っ
た
厳
島
神
社
で
す
が
、
長
い
歴
史
の

中
で
、
最
近
の
異
常
潮
位
は
前
例
の
無
い
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

野
坂

通
常
の
高
潮
は
三
日
ぐ
ら
い
で
終
わ
り

ま
す
。
昨
年
は
五
日
か
ら
一
週
間
ぐ
ら
い
続
き

ま
し
た
か
ら
、
そ
の
点
は
異
常
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
高
潮
は
あ
る
程
度
の
時
間
帯
だ
け
で

す
か
ら
、
こ
れ
で
異
常
潮
位
と
言
い
切
れ
る
か

ど
う
か
。

井
上

私
が
調
べ
た
記
録
に
も
、
昭
和
三
十
年

に
四
六
〇
セ
ン
チ
と
あ
り
ま
す
。
床
上
約
五
十

セ
ン
チ
ま
で
水
に
浸
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
長

い
歴
史
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な
潮
に
浸
か
っ
た

記
録
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

野
坂

い
つ
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
神
社
で
は
記

録
を
と
っ
て
い
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

昔
、
高
潮
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
、
調
べ
て
み
ま
す
と
天
文
年
間
。
四
五

五
年
前
に
今
回
と
同
じ
よ
う
な
高
潮
が
あ
っ

た
。
そ
の
と
き
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
そ
れ
が

わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

大
学
の
先
生
に
も
お
尋
ね
し
ま
し
た
が
、
高

潮
が
何
年
も
続
い
て
起
こ
っ
て
い
る
の
な
ら
問

題
だ
が
、
去
年
の
よ
う
な
長
い
期
間
の
高
潮
が

続
か
な
け
れ
ば
問
題
は
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、と
き
に
は
神
様
が
自
然
現
象
で

廻
廊
の
掃
除
で
も
し
て
や
ろ
う
と
い
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
廻
廊
の
隙
間

に
あ
る
ゴ
ミ
が
全
部
洗
い
流
さ
れ
ま
す
か
ら
ね
。

大
潮
の
前
に
結
婚
式
が
あ
っ
た
と
き
、
み
な

さ
ん
で
平
舞
台
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、
床
上
浸
水
に
な
る
か
ら
大

急
ぎ
で
神
社
か
ら
出
て
く
れ
と
い
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
ま
だ
潮
が
上
が
っ
て
い
な
い
も

の
で
す
か
ら
、
出
て
い
か
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。

し
ょ
う
が
な
く
見
て
い
ま
し
た
ら
、
見
る
間
に

床
上
浸
水
し
て
、
ま
あ
、
み
な
さ
ん
あ
わ
て
て

ま
し
た
。

井
上

日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
国
と
い
い
な
が

ら
、
潮
の
満
ち
引
き
の
現
象
を
実
感
す
る
機
会

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

絶
え
間
な
く
続
け
て
き
た

こ
と
に
よ
る
功
績

井
上

昨
年
、
宮
司
は
平
成
十
三
年
度
の
地
域

文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

野
坂

私
に
も
、
な
ぜ
受
賞
し
た
の
か
、
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
賞
の
前
に
、
地
域
文
化
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
受
賞
理
由
は
、
厳
島
神
社
の
伝

統
行
事
の
舞
楽
。
現
在
も
奉
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
で
使
う
楽
器
、
装
束
は
修
繕
し
な
が

ら
大
事
に
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
伝
統
行
事
を

守
る
姿
勢
が
対
象
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
な
長
年
、
絶
え
間
な
く
続
け
て
き
た
活
動

す
べ
て
が
対
象
の
理
由
と
な
っ
て
、
地
域
文
化

功
労
賞
を
受
賞
し
た
よ
う
で
す
。

井
上

あ
る
特
定
の
こ
と
に
対
し
て
で
は
な
い
。

厳
島
神
社
の
建
物
の
維
持
管
理
と
と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
伝
統
文
化
を
長
年
守
っ
て
き
た
功
績
す

べ
て
に
対
し
て
の
表
彰
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

本
日
は
楽
し
い
話
を
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

CDIT対談
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は
じ
め
に

平
成
十
四
年
四
月
二
十
日
よ
り
二

十
四
日
の
五
日
間
、
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
（U

nited
A
rabE

m
irates

）

の
首
都
ア
ブ
ダ
ビ
で
国
際
港
湾
協
会

（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｈ
）
の
中
間
年
次
理
事
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
筆
者
は
こ
の
理

事
会
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
た
技
術
委

員
会
の
一
つ
、
港
湾
の
法
的
立
場
保

護
の
た
め
の
委
員
会
（C

om
m
ittee

of
Legal

P
rotection

）
の
委
員
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
二
年
に
一
度
開
か
れ
ま
す

が
理
事
会
は
総
会
の
無
い
中
間
年
に

も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
総
会
は
世
界

の
三
大
州
を
回
り
持
ち
で
開
か
れ
、

中
間
年
次
の
理
事
会
も
そ
れ
に
準
じ

て
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ

リ
カ
地
域
の
番
と
し
て
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ア
ブ
ダ
ビ
と
い
う
所

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は
ア
ラ
ビ
ア

半
島
の
北
海
岸
に
あ
り
、
ア
ブ
ダ
ビ

が
首
都
で
す
。
人
口
は
首
長
国
連
邦

全
体
で
、
約
三
〇
〇
万
人
、
ア
ブ
ダ

ビ
で
は
約
三
十
万
人
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
元
々
は
ほ
と

ん
ど
植
物
の
育
た
な
い
砂
漠
地
帯

で
、
人
口
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
油
田
が
開
発
さ
れ
た
結
果
、

石
油
産
業
に
従
事
す
る
人
達
が
増
え

そ
れ
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
産
業
も
発
達

し
た
結
果
、
今
や
高
層
ビ
ル
の
立
ち

並
ぶ
近
代
都
市
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
行
政
機
関
の
幹
部
職
員
な
ど

を
除
く
と
大
部
分
の
住
民
は
外
国
か

ら
の
出
稼
ぎ
で
す
。

空
港
は
市
街
地
か
ら
約
五
十
km
離

れ
て
い
ま
す
が
、
タ
ク
シ
ー
は
き
れ

い
に
舗
装
さ
れ
た
四
車
線
の
高
速
道

路
を
一
四
〇
キ
ロ
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で

飛
ば
し
瞬
く
間
に
ホ
テ
ル
に
到
着
し

ま
し
た
。
空
港
か
ら
海
岸
の
市
街
地

に
い
た
る
道
路
や
市
街
地
周
辺
の
幹

線
道
路
の
両
側
に
は
広
い
緑
地
帯
が

設
け
ら
れ
、
ユ
ー
カ
リ
や
パ
ー
ム
椰

子
の
木
な
ど
が
並
び
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

等
の
花
も
咲
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
緑
地
帯
の
外
側
は
ま
っ
た
く
の

不
毛
の
地
で
、
乾
い
た
土
や
砂
礫
が

黄
色
い
地
肌
を
現
し
て
い
ま
す
。

気
温
は
冬
に
は
十
度
以
下
に
も
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
夏
に
は
四

十
五
度
も
超
え
る
世
界
で
も
最
も
暑

い
と
こ
ろ
で
、
日
中
は
ま
だ
四
月
と

い
う
の
に
す
で
に
ほ
ぼ
四
十
度
に
達

し
、
日
差
し
は
暑
さ
を
通
り
越
し
て

痛
い
ほ
ど
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
物
の

中
は
完
全
に
冷
房
さ
れ
、
二
十
度
程

度
に
保
た
れ
た
室
内
で
は
む
し
ろ
上

着
無
し
で
は
寒
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
で

し
た
。

従
来
は
地
下
水
に
頼
っ
て
い
た
生

活
水
や
灌
漑
用
水
も
枯
渇
し
て
き
ま

し
た
の
で
、
海
水
を
淡
水
化
し
て
供

給
し
て
い
ま
す
。
緑
地
帯
を
維
持
す

る
た
め
に
も
こ
の
水
を
た
え
ず
撒
く

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
空
調
設
備
や
灌
漑
等
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
莫
大
な
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
は
今
や
ク

ウ
ェ
ー
ト
を
凌
ぐ
産
油
量
を
誇
る
こ

の
国
の
こ
と
で
、
電
力
は
火
力
発
電

に
よ
り
ふ
ん
だ
ん
に
供
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

原
住
民
の
服
装
は
男
性
は
白
い
ガ

ウ
ン
と
白
ま
た
は
赤
白
の
市
松
模
様

の
頭
布
を
か
ぶ
り
、
こ
れ
を
黒
い
紐

状
の
環
で
抑
え
て
い
ま
す
。
こ
の
黒

い
環
は
た
だ
の
紐
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
中
に
は
金
属
の
錘
が
入

っ
て
い
て
縛
る
と
い
う
よ
り
目
方
で

抑
え
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
黒
い

環
が
一
本
の
人
と
二
本
の
人
、
頭
巾

を
タ
ー
バ
ン
状
に
巻
い
て
黒
い
環
を

使
わ
な
い
人
な
ど
が
い
ま
す
が
、
特

に
身
分
や
階
級
を
表
す
も
の
で
は
無

く
、
個
人
の
好
み
だ
そ
う
で
す
。
男

性
は
皆
髭
を
蓄
え
て
い
ま
す
が
、
大

体
チ
ョ
ビ
髭
で
顔
中
髭
を
伸
ば
し
放

題
の
人
は
少
数
で
す
。
女
性
は
黒
い

チ
ャ
ド
ル
で
頭
に
も
黒
い
布
を
被
っ

て
い
ま
す
が
、タ
リ
バ
ン
時
代
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
と
異
な
り
、顔
は
覆
っ

て
い
な
い
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

料
理
は
ふ
ん
だ
ん
な
新
鮮
な
各
種

の
野
菜
サ
ラ
ダ
を
含
む
豪
華
で
き
れ

い
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、
野
菜

は
お
ろ
か
、
植
物
も
少
な
い
こ
の
国

で
は
こ
れ
ら
の
食
材
は
殆
ど
す
べ
て

輸
入
品
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
昼
食

や
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
地
元
の
港

湾
管
理
者
や
港
湾
関
係
企
業
が
ス

ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

飲
み
物
は
ア
ル
コ
ー
ル
気
抜
き
で
、

水
、
コ
ー
ラ
、コ
ー
ヒ
ー
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
ホ
テ
ル
が

会
場
の
場
合
は
自
分
で
代
金
を
払
え

ば
ビ
ー
ル
等
に
有
り
付
く
こ
と
は
出

来
ま
し
た
。
豚
肉
、ベ
ー
コ
ン
等
も

特
別
の
表
示
付
き
で
料
理
さ
れ
て
い

ま
す
。

戒
律
に
厳
し
い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

に
隣
接
し
て
い
る
の
に
比
較
的
寛
大

な
の
を
意
外
に
思
い
ま
し
た
が
、
考

え
て
み
る
と
住
民
の
九
割
以
上
が
海

外
か
ら
の
出
稼
ぎ
で
、
回
教
徒
で
な

い
人
口
の
比
率
の
方
が
多
い
こ
の
国

で
は
当
然
の
結
果
と
も
言
え
ま
す
。

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
港
湾

ア
ブ
ダ
ビ
が
こ
の
国
の
主
要
港
湾

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
こ
こ
が
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｈ
の
理
事
会
会
場
に
選
ば
れ
た
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
国
が
首
長
国
連
邦
と
称
す
る
よ

う
に
、
一
つ
の
国
と
言
う
よ
り
も
七

つ
の
首
長
国
の
連
合
体
な
の
で
、
ア

ブ
ダ
ビ
が
行
政
上
の
首
都
で
あ
っ
て

も
、
産
業
、
経
済
な
ど
の
活
動
は
そ

れ
ぞ
れ
独
立
性
が
強
く
、
港
湾
も
そ

れ
ぞ
れ
に
し
か
る
べ
き
施
設
を
保
有

し
て
い
ま
す
。

一
般
公
共
貨
物
を
取
り
扱
う
港
湾

と
し
て
、
ア
ブ
ダ
ビ
港
湾
局
は
ミ
ナ

ザ
イ
ー
ド
と
呼
ぶ
港
の
他
二
つ
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
保
有
し
て
い
ま
す
が
、

連
邦
の
中
に
は
シ
ャ
ル
ジ
ャ
港
湾
局

も
別
に
あ
り
、
い
く
つ
か
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

港
の
ほ
か
に
原
油
積
み
出
し
の
専
用

施
設
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
公

共
港
湾
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
貨
物

を
取
り
扱
う
他
に
、
ア
ラ
ビ
ア
湾
岸

諸
国
の
中
継
貨
物
も
扱
っ
て
い
ま

す
。
ア
ラ
ビ
ア
湾
に
は
イ
ラ
ン
、
イ

ラ
ク
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
、
バ
ー
レ
ン
お
よ
び
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
等
の
国
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

海外
フォーラム

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

顧
問
　
廣
田
孝
夫
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れ
港
湾
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
湾
の

奥
は
良
港
が
少
な
く
、
一
般
定
期
船

は
な
る
べ
く
湾
の
入
り
口
に
近
い
首

長
国
連
邦
や
オ
マ
ー
ン
の
港
か
ら
中

継
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み

に
二
〇
〇
〇
年
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取

扱
量
は
ミ
ナ
ザ
イ
ー
ド
で
約
三
十
二

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
シ
ャ
ル
ジ
ャ
で
一
一
二

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
サ
ラ
ー
ラ
港
な
ど
、
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
の
外
側
に
あ
る
オ
マ
ー

ン
の
港
で
中
継
す
る
船
会
社
が
増

え
、
こ
れ
ら
首
長
国
連
邦
の
港
は
中

継
港
と
し
て
の
役
割
を
失
い
つ
つ
あ

り
ま
す
。

港
湾
の
法
的
地
位
保
護
委
員
会

今
回
筆
者
が
出
席
し
た
、
港
湾
の

法
的
地
位
保
護
委
員
会
（C

o
m
m
-

ittee
for
LegalP

rotection

）
は
技

術
委
員
会
と
い
っ
て
も
純
粋
な
法
律

問
題
を
検
討
す
る
委
員
会
で
、
メ
ン

バ
ー
も
大
部
分
は
港
湾
管
理
者
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
、
法
務
担
当
者
で
す
。

今
回
の
主
な
議
題
は
三
つ
あ
り
、

一
つ
は
Ｉ
Ｍ
Ｏ
で
検
討
さ
れ
て
い
る

遭
難
船
舶
の
港
湾
受
け
入
れ
問
題
、

二
つ
目
は
船
舶
燃
料
油
の
漏
洩
と
処

理
作
業
の
免
責
問
題
、
三
番
目
は
港

湾
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｈ

が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

で
し
た
。

一
番
目
の
遭
難
船
舶
受
け
入
れ
問

題
は
、
古
く
か
ら
国
際
的
に
討
議
さ

れ
て
き
た
問
題
で
あ
り
、
原
則
的
な

考
え
で
は
、
人
命
財
産
の
保
護
の
た

め
に
緊
急
避
難
す
る
船
舶
を
港
湾
に

受
け
入
れ
る
こ
と
は
当
然
の
義
務
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

ま
す
ま
す
増
加
し
て
き
て
い
る
、
整

備
不
良
船
舶
の
海
難
と
、
そ
れ
に
伴

う
大
規
模
な
油
汚
染
事
故
の
発
生
に

よ
っ
て
、
港
湾
と
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
を
再
検
討
す
る
状
況
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
実
際
に
昨
年
は
じ
め

に
地
中
海
で
油
タ
ン
ク
に
亀
裂
が
入

り
緊
急
入
港
を
し
よ
う
と
し
た
タ
ン

カ
ー
が
入
港
を
拒
否
さ
れ
た
事
件
か

ら
、
改
め
て
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
船
舶
が
外
国
籍
の
場

合
、
港
湾
の
み
な
ら
ず
国
家
の
安
全
、

環
境
保
全
な
ど
主
権
に
関
す
る
立
場

と
、
船
舶
乗
組
員
の
人
命
に
配
慮
す

る
人
道
問
題
の
両
面
か
ら
検
討
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

結
論
と
し
て
は
極
め
て
常
識
的
な

が
ら
、
船
舶
の
港
湾
入
港
は
国
籍
や

人
種
に
よ
る
差
別
を
す
る
こ
と
な
く

受
け
入
れ
る
義
務
は
あ
り
ま
す
が
、

沿
岸
国
の
人
命
、
財
産
の
保
護
も
ま

た
、
沿
岸
国
に
と
っ
て
侵
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
主
権
で
す
の
で
、
こ
の
両

面
に
配
慮
し
て
そ
の
都
度
決
め
る
べ

き
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
番
目
の
船
舶
燃
料
油
汚
染
事
故

の
処
理
問
題
は
、
従
来
タ
ン
カ
ー
事

故
処
理
の
問
題
の
陰
で
あ
ま
り
は
っ

き
り
決
ま
り
は
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
も
大
型

化
し
、
燃
料
油
も
大
量
に
持
っ
て
い

る
た
め
、
事
故
の
際
油
汚
染
処
理
は

大
掛
か
り
に
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
タ
ン
カ
ー
の
油
回
収
作

業
の
際
に
は
、
回
収
船
や
作
業
員
が

や
む
を
得
ず
事
故
海
域
に
出
入
り
す

る
際
多
少
の
二
次
的
汚
染
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
タ
ン
カ
ー

関
連
の
油
汚
染
防
止
条
約
に
は
回
収

作
業
従
事
者
に
対
す
る
免
責
条
項
が

あ
り
ま
す
が
、
今
度
提
案
さ
れ
て
い

る
一
般
船
舶
の
燃
料
油
漏
出
処
理
つ

い
て
の
条
約
で
は
免
責
条
項
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
提
案
で
は
一
般

船
舶
で
は
直
接
最
初
に
処
理
に
あ
た

る
の
は
当
該
船
舶
の
船
員
、
ま
た
は

船
主
等
の
場
合
が
多
く
、
汚
染
の
当

事
者
で
す
の
で
、
免
責
条
項
を
は
ず

し
た
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
一
般
タ
ン
カ

ー
事
故
と
同
じ
く
、
港
湾
や
、
海
上

保
安
庁
、
警
察
な
ど
、
当
該
船
舶
と

は
直
接
関
係
の
無
い
第
三
者
が
多
く

油
汚
染
処
理
に
出
動
す
る
の
で
、
免

責
条
項
が
無
い
こ
と
は
不
都
合
で

す
。
Ｉ
Ｍ
Ｏ
で
の
議
論
で
は
免
責
条

項
追
加
の
要
請
は
否
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
条
約
批
准
に

あ
た
っ
て
、
必
要
な
免
責
措
置
を
配

慮
す
る
こ
と
と
い
う
付
帯
条
件
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
港
湾
管
理
者
も
所

有
す
る
油
回
収
船
で
二
次
汚
染
を
起

こ
し
た
場
合
こ
の
免
責
措
置
が
無
け

れ
ば
汚
染
責
任
者
と
な
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

三
番
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
世
界
の

港
湾
管
理
者
が
法
律
問
題
で
関
心
が

あ
り
、
ま
た
は
困
っ
た
経
験
が
あ
る

問
題
を
調
査
し
た
も
の
で
す
が
、
一

般
に
回
答
率
は
低
い
も
の
で
し
た
。

特
に
日
本
か
ら
の
回
答
は
皆
無
に
近

い
も
の
で
し
た
。
今
回
に
限
ら
ず
、

色
々
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
て
も
回

答
率
が
低
い
の
は
、
港
湾
管
理
者
の

責
任
や
仕
事
の
内
容
が
異
な
る
の

で
、
一
律
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
答
え

ら
れ
な
い
港
湾
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

港
湾
管
理
者
の
多
く
は
必
ず
し
も
国

際
法
に
詳
し
い
専
門
家
を
普
段
雇
用

し
て
い
な
い
の
で
海
事
関
係
の
国
際

法
が
絡
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
は
な
か
な

か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

港
湾
の
利
害
に
関
連
し
た
国
際
海

事
法
は
Ｉ
Ｍ
Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
そ
の
他
の
国
際
機
関
が
関
与

し
た
条
約
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解

説
書
は
多
少
あ
る
も
の
の
、
六
法
全

書
の
よ
う
に
ま
と
め
た
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
筆
者
は
こ
の
点
を

指
摘
し
て
、
世
界
の
港
湾
管
理
者
に

関
連
の
あ
る
国
際
条
約
が
す
ぐ
見
つ

け
ら
れ
て
理
解
し
や
す
い
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
よ
う
な
も
の
を
作
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
よ
く

問
題
に
な
る
条
約
や
、
条
約
案
、
の

概
要
と
索
引
を
取
り
ま
と
め
て
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｈ
の
会
員
に
配
布
す
れ
ば
法
律
専

門
家
を
常
時
抱
え
て
い
な
い
管
理
者

に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
手
間

が
か
か
る
、
す
で
に
解
説
書
な
ど
も

あ
る
等
、
主
に
大
港
湾
の
法
務
担
当

者
か
ら
反
対
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
私
の
意
見
を
い
れ
て
、

何
ら
か
の
検
討
を
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
最
初
の
議
題
に
は
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
昨
年
の
テ
ロ
事
件
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
港
湾
に
お
け
る
安

全
管
理
の
強
化
が
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
に
ア
メ
リ
カ
政

府
か
ら
出
さ
れ
た
提
案
に
よ
る
と
、

世
界
の
国
際
貿
易
港
の
保
安
を
強
化

し
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
工
作
で
き
な
い

よ
う
な
体
制
を
作
る
事
を
港
湾
管
理

者
の
義
務
と
す
る
。
具
体
的
に
は
埠

頭
地
帯
の
出
入
り
を
厳
重
に
し
、
コ

ン
テ
ナ
な
ど
も
全
数
を
検
査
し
て
、

危
険
物
な
ど
が
運
べ
な
い
よ
う
に
す

る
。
そ
し
て
世
界
の
港
湾
の
中
で
こ

の
よ
う
な
保
安
体
制
の
不
備
が
認
め

ら
れ
た
港
を
経
由
し
た
船
舶
の
入
港

を
拒
否
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
は
普
通
の
港
湾
作

業
か
ら
見
る
と
非
現
実
的
で
あ
り
、

実
施
は
極
め
て
困
難
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
世
界
の
港
湾
管
理
者
は
ア

メ
リ
カ
も
含
め
少
し
行
き
過
ぎ
だ
と

反
対
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
物
、

化
学
兵
器
、
更
に
は
放
射
性
物
質
な

ど
も
含
め
手
段
を
選
ば
な
い
テ
ロ
を

防
ぐ
に
は
こ
の
よ
う
な
厳
重
な
検
査

と
警
備
が
必
要
だ
と
い
う
の
が
提
案

理
由
で
す
。
こ
の
条
約
が
批
准
さ
れ

ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
港
湾
地
帯
に
厳

重
な
塀
や
検
問
所
の
少
な
い
日
本
の

港
で
は
こ
の
条
約
に
適
合
す
る
施
設

を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
こ
の
結
論
の

見
通
し
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
実
施

さ
れ
た
場
合
国
際
貿
易
の
コ
ス
ト
増

加
と
検
査
な
ど
の
所
要
時
間
増
大
は

莫
大
な
も
の
と
な
り
、
世
界
経
済
に

悪
い
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
警
備
を
必
要
と
し

な
い
世
界
に
早
く
戻
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
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は
じ
め
に

本
誌
の「
沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
20
世
紀
を

振
り
返
っ
て
」
は
、
沿
岸
部
の
既
往
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
光
を
当
て
、
歴
史
的
な
展
開
や
技
術

開
発
の
意
義
を
振
り
返
り
、
今
後
の
参
考
に

す
る
と
い
う
主
旨
の
紹
介
記
事
で
す
。
今
回

取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た「
底
質
浄
化
事
業
実

施
設
計
調
査
」
は
、
極
め
て
先
駆
的
な
調
査
と

し
て
現
在
の
沿
岸
環
境
施
策
の
科
学
的
技
術

的
な
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

の
な
か
で
開
発
さ
れ
た
技
術
や
見
い
出
さ
れ

た
知
見
は
、旧
運
輸
省
港
湾
技
術
研
究
所
・
港

湾
建
設
局
等
の
発
信
に
よ
り
社
会
に
提
供
さ

れ
、我
が
国
全
体
の
沿
岸
環
境
施
策
に
も
寄
与

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、事
業
化
の
視
点
か

ら
は
、当
初
の
狙
い
が
必
ず
し
も
う
ま
く
成
就

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、当

時
の
港
湾
技
術
者
た
ち
が
、時
代
潮
流
と
将
来

の
社
会
状
況
を
読
み
な
が
ら
技
術
開
発
を
進

め
て
き
た
様
子
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

海
洋
環
境
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
実

施
設
計
調
査
の
開
始

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
、
海
洋
環
境
整
備

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
実
施
設
計
調
査
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
の
公
害
国
会
を

経
て
昭
和
四
十
八
年
に
港
湾
法
が
改
正
さ
れ
、

緑
地
整
備
・
港
湾
計
画
時
の
環
境
影
響
評
価

な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
は
じ
め
た
時
期
で
あ
り
、

港
湾
法
に
基
づ
く
大
臣
の
定
め
る
基
本
方
針

で
も
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
が
謳
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
港
湾
に
お
け
る
環
境
関
連
事
業
費
で

見
る
と
、
田
子
の
浦
港
や
洞
海
湾
に
お
け
る

汚
泥
浚
渫
な
ど
の
「
港
湾
公
害
防
止
対
策
事

業
」
が
徐
々
に
飽
和
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
中

で
、
廃
棄
物
埋
立
護
岸
や
緑
地
の
整
備
な
ど

の
新
し
い
施
策
で
あ
る
「
港
湾
環
境
整
備
事

業
」
が
大
き
く
伸
び
て
き
て
い
る
こ
と
と
も

対
応
し
て
い
ま
す
。
港
湾
に
お
け
る
環
境
施

策
の
転
換
「
公
害
の
防
除
か
ら
環
境
の
創
造

へ
」（
宍
戸
、
一
九
七
九
）
を
意
識
し
つ
つ
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
実
施
設
計
調
査
は

以
下
の
よ
う
な
趣
旨
で
し
た
。

「
閉
鎖
性
海
域
で
あ
る
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、

瀬
戸
内
海
等
の
内
湾
、
内
海
は
背
後
地
に
大

き
な
汚
濁
負
荷
源
を
有
し
、
か
つ
、
外
洋
と

の
水
の
交
換
が
悪
い
こ
と
な
ど
か
ら
水
質
汚

染
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

海
域
の
海
底
に
は
高
濃
度
の
有
機
汚
泥
が
堆

積
し
、
こ
の
汚
泥
か
ら
有
機
物
や
栄
養
塩
類

の
溶
出
、沈
殿
物
の
分
解
に
よ
る
水
質
の
貧
酸

素
化
等
が
水
質
汚
染
の
大
き
な
原
因
と
な
る

と
と
も
に
悪
臭
の
発
生
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
運
輸
省

に
お
い
て
は
、港
湾
事
業
調
査
費
に
よ
り
種
々

の
調
査
を
実
施
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
十
四

年
度
よ
り
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
汚
染
の
原
因

と
な
る
底
質
の
浄
化
を
モ
デ
ル
的
に
行
う
た

め
の
海
洋
環
境
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
実

施
設
計
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

初
年
度
に
お
い
て
は
、三
億
円
を
も
っ
て
大

阪
湾
及
び
広
島
湾
に
お
い
て
汚
染
実
態
、
汚

染
機
構
、試
験
工
事
等
に
係
る
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。」（
宍
戸
、
一
九
七
九
）

瀬
戸
内
海
の
海
洋
環
境
調
査
の
た
め
、
調

査
観
測
船
二
隻
の
建
造
も
始
ま
り
ま
し
た
。

翌
五
十
五
年
度
に
は
、
伊
勢
湾
、
周
防
灘
も

対
象
海
域
に
加
え
ら
れ
事
業
費
も
五
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
東
京
湾
も
加
え
ら
れ
、

堆
積
汚
泥
の
浄
化
に
関
す
る
調
査
が
主
要
な

内
湾
・
内
海
に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
調
査
も
底
質
浄
化
実
施
設
計
調
査
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
の
骨
組
み

地
域
の
公
害
防
止
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
の
港
湾
公
害
防
止
事
業
は
、
底
質
除
去
基

準
値
の
ク
リ
ア
や
水
質
環
境
基
準
の
遵
守
と

い
っ
た
「
定
め
ら
れ
た
基
準
値
を
守
る
た
め

の
施
策
」
と
い
う
意
識
が
強
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
水
銀
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
底
質
除
去
基
準
を

「
底
質
浄
化
事
業
」

底
質
浄
化
事
業
実
施
設
計
調
査
を
振
り
返
っ
て

環
境
技
術
の
開
発
を
導
い
た

先
駆
的
な
調
査

沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
20
世
紀
を
振
り
返
っ
て

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
　
沿
岸
海
洋
研
究
部
長
　
細
川

恭
史

図－１底質浄化実施設計調査の体系
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度
値
の
温
度
や
酸
素
濃
度
な
ど
へ
の
依
存
性

を
関
数
化
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、素
過
程
の

関
数
化
を
も
と
に
、内
湾
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
・
酸
素
・

リ
ン
濃
度
の
変
化
に
関
す
る
数
値
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
効
果
予
測
を
行
い
ま
し
た
。
モ
デ

ル
化
は
、
溶
出
速
度
を
規
定
し
て
い
る
底
泥

内
機
構
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。
底
泥
内
で
は
、

腐
敗
の
程
度
（
直
上
水
の
酸
素
濃
度
と
関
連
）

や
泥
深
別
に
異
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
が
卓
越
す

る
と
い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
モ

デ
ル
化
に
よ
り
、
覆
砂
や
浚
渫
の
効
果
が
数

値
モ
デ
ル
内
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
堀
江
ら
、
一
九
八
四
）。
底
泥
上
の
生

物
は
、酸
素
濃
度
が
低
下
す
る
と
死
滅
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
酸
素
濃
度
で
斃
死
す
る
の
か
生

物
試
験
を
行
い
限
界
値
を
把
握
し
ま
し
た
。

小
規
模
な
現
地
実
験
で
は
、
覆
砂
や
浚
渫

の
効
果
は
、
周
辺
か
ら
の
有
機
泥
の
流
れ
込

み
や
新
し
い
有
機
物
粒
子
の
沈
降
に
よ
り
そ

の
効
果
が
あ
ま
り
持
続
し
な
い
現
象
が
観
察

さ
れ
ま
し
た
。
広
域
の
現
地
実
験
が
経
済
的

に
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
わ
っ
て
数
値

モ
デ
ル
に
よ
る
広
域
長
期
の
予
測
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
数
値
計
算
を
、
五
十
年
ほ
ど
の
期

間
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
広
島
湾
や
大
阪

湾
の
海
域
で
は
、
徐
々
に
溶
出
抑
制
効
果
は

薄
れ
る
も
の
の
底
質
浄
化
の
効
果
は
二
十
年

以
上
に
及
び
、
広
島
湾
の
計
算
例
で
は
底
泥

上
の
生
物
増
加
効
果
が
二
十
年
ほ
ど
に
及
ぶ

様
子
が
示
さ
れ
ま
し
た（
堀
江
ら
、一
九
八
九
）。

工
法
に
つ
い
て
は
、必
要
覆
砂
厚
さ
の
検
討

な
ど
に
加
え
、
微
細
有
機
質
粒
子
を
海
底
溝

（
ト
レ
ン
チ
）
に
自
然
集
積
さ
せ
る
手
法
、
在

来
底
泥
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
砂
を
ま

く
手
法
な
ど
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
（
干
山
、
一

九
九
八
）。

実
施
設
計
調
査
の
収
束
と
新
た
な
展
開

汚
染
機
構
が
把
握
さ
れ
る
に
つ
れ
、
富
栄

養
化
の
改
善
に
は
、様
々
な
部
局
と
の
連
携
に

よ
り
、底
質
浄
化
の
み
な
ら
ず
種
々
の
改
善
策

を
、実
行
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
ひ
と
つ
ひ
と

つ
積
み
上
げ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、広
域
の
底
質
浄
化

に
は
か
な
り
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
国
民

の
親
水
志
向
や
水
辺
の
改
善
要
請
の
強
さ
は

あ
る
も
の
の
、社
会
的
な
費
用
負
担
の
議
論
が

成
熟
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、底
質
が
特
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
湾
奥
部

の
狭
い
海
域
か
ら
内
湾
全
体
に
至
る
海
域
ま

で
、
海
域
の
広
さ
に
よ
り
階
層
分
け
を
行
い
、

施
策
上
の
課
題
や
技
術
的
な
実
施
し
や
す
さ

な
ど
を
比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
汚

染
の
進
ん
だ
港
湾
区
域
内
の
特
定
の
地
区
や
、

②
港
湾
区
域
及
び
そ
の
周
辺
で
、
ま
ず
事
業

に
着
手
し
て
い
く
方
向
と
な
り
ま
し
た
。

実
施
設
計
調
査
の
成
果
を
も
と
に
海
浜
の

造
成
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
、
水
底
質
の
改

善
・
向
上
に
よ
る
親
水
性
の
高
い
海
域
空
間

の
創
出
を
図
る
海
域
環
境
創
造
事
業（
シ
ー
ブ

ル
ー
事
業
）が
昭
和
六
十
三
年
度
よ
り
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ー
ブ
ル
ー
事
業
は
、「
港

湾
工
事
に
よ
り
発
生
す
る
良
質
な
浚
渫
土
砂

を
活
用
し
、
有
機
泥
の
堆
積
し
た
海
域
に
お

い
て
海
底
を
覆
う
覆
砂
工
事
や
海
浜
の
整
備

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
海
域
環
境
を

創
出
す
る
事
業
」
と
さ
れ
ま
し
た
（
遠
藤
、
一

九
八
五
）。
シ
ー
ブ
ル
ー
事
業
創
設
に
よ
り
、

実
施
設
計
調
査
は
六
十
三
年
度
の
と
り
ま
と

め
作
業
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
伊
勢
湾
、
瀬
戸
内
海
に
加
え
徳
山
下

松
港
や
日
本
三
景
の
厳
島
港
・
松
島
港
・
宮

津
港
な
ど
で
事
業
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
三
河
湾
中
山
水
道
航
路
の
改
修
工
事

で
は
、
浚
渫
に
よ
り
発
生
し
た
良
質
砂
を
用

い
、
湾
の
環
境
改
善
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
シ
ー
ブ
ル
ー
事
業
に
関
し
て
は
、別
途
に

紹
介
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

現
在
、
環
境
配
慮
な
し
に
は
ど
の
よ
う
な

公
共
事
業
の
実
施
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
環
境
の
保
全
や
配
慮
に
は
社
会
的
な

費
用
負
担
が
不
可
欠
で
す
。
ど
の
程
度
の
費

用
負
担
が
妥
当
で
あ
る
の
か
に
関
し
て
社
会

的
合
意
は
未
だ
形
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

Ｃ
Ｖ
Ｍ
な
ど
の
評
価
手
法
が
近
年
提
示
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
方
面
の
研
究
が
急
が

れ
ま
す
。
人
工
化
が
進
ん
だ
内
湾
で
は
、
背

後
人
口
の
圧
力
の
中
で
環
境
の
維
持
や
改
善

に
は
、
人
の
手
に
よ
る
不
断
の
ケ
ア
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要
内
湾
は
こ
の
よ
う

な
自
然
的
社
会
的
条
件
下
に
あ
り
、
そ
の
な

か
に
港
湾
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
内
湾
の
港

湾
の
整
備
や
運
営
に
は
、
効
率
的
な
環
境
改

善
や
自
然
共
生
に
関
す
る
技
術
が
不
可
欠
で

す
（
堀
江
、
一
九
八
八
）。
底
質
浄
化
の
実
施

設
計
調
査
は
、
時
代
の
先
端
を
走
っ
て
、
公

害
防
止
型
・
環
境
基
準
値
型
の
施
策
か
ら
脱

皮
し
た
一
歩
進
ん
だ
環
境
技
術
の
開
発
へ
と

導
い
て
く
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
調
査
の
結

果
を
時
代
要
請
と
比
較
し
な
が
ら
、
社
会
の

要
請
に
見
合
う
事
業
と
し
て
、「
自
然
共
生
の

視
点
」
や
「
空
間
ス
ケ
ー
ル
別
の
環
境
計
画

手
法
」
を
導
入
し
た
施
策
の
姿
に
形
作
っ
て

い
き
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
眼
力
と
努
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

技
術
開
発
と
成
果

海
域
の
有
機
底
泥
は
、
流
入
し
た
有
機
物

や
海
域
で
生
産
さ
れ
た
有
機
物
粒
子
が
沈
降

堆
積
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
底

泥
内
で
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
分
解
が
進
み
、

無
機
化
さ
れ
た
窒
素
や
リ
ン
は
再
び
溶
出
し

て
海
水
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
分
解
に

伴
っ
て
底
泥
表
面
で
は
溶
解
し
て
い
る
酸
素

が
消
費
さ
れ
ま
す
。
分
解
途
上
の
有
機
物
も
、

一
部
海
水
に
溶
出
し
て
き
ま
す
。
海
水
に
回

帰
し
た
窒
素
や
リ
ン
の
栄
養
塩
類
は
、
再
び

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
利
用
さ
れ
有
機
物
生
産
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、

海
水
・
底
泥
間
の
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
な
栄
養
塩

循
環
が
形
成
さ
れ
、
海
域
の
富
栄
養
化
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

底
泥
の
役
割
や
前
記
の
よ
う
な
循
環
機
構

は
、
当
時
、
湖
沼
研
究
の
類
推
で
シ
ナ
リ
オ
と

し
て
は
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、分
解
や
溶

出
の
速
度
把
握
に
基
づ
い
た
シ
ス
テ
ム
的
な

議
論
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
調
査
の
中
で
港
湾
部
局
が
測
定
法
を
考
案

し
・
構
成
素
過
程
の
速
度
値
を
測
定
し
・
速
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除
け
ば
、
生
活
項
目
に
係
る
国
の
環
境
基
準

値
は
水
質
に
対
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
底
質

に
対
す
る
値
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う

し
た
時
代
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
底
質
を
改

善
す
る
こ
と
で
水
質
や
悪
臭
を
改
善
し
、
新

た
な
環
境
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
施
策
は
、

従
来
の
基
準
値
遵
守
型
の
環
境
行
政
の
中
で

も
極
め
て
先
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

理
解
で
き
ま
す
。

閉
鎖
性
海
域
に
対
す
る
流
入
負
荷
の
総
量

規
制
は
、
ま
ず
Ｃ
Ｏ
Ｄ
を
対
象
に
し
て
昭
和

五
十
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
総
量

規
制
は
背
後
陸
域
の
点
源
負
荷
を
中
心
に
組

み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
五
年
で
ほ
ぼ
一
割
ず

つ
削
減
す
る
と
言
っ
た
施
策
で
し
た
。
底
泥

は
総
量
規
制
の
評
価
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
富
栄
養
化
の
原
因
物
質
で
あ
る
窒

素
や
リ
ン
に
対
し
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
か

ら
瀬
戸
内
海
に
対
し
削
減
指
導
を
、
五
十
七

年
か
ら
東
京
湾
・
伊
勢
湾
に
対
し
て
も
富
栄

養
化
防
止
対
策
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
海
域
の
窒
素
・
リ
ン
の
環
境
基
準
値
と

排
水
基
準
と
は
よ
う
や
く
平
成
五
年
に
設
定

さ
れ
、
平
成
七
〜
八
年
に
三
大
湾
の
類
型
指

定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

底
泥
は
栄
養
塩
供
給
の
面
で
も
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
湾
内
で
の
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
増
殖
促
進
を
通
じ
て
閉
鎖
性
内
湾
の
水

質
や
生
態
系
の
劣
化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
港
湾
部
局
が

調
査
解
析
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
事
項
は
、

海
域
内
の
栄
養
塩
動
態
や
汚
染
機
構
の
解
明

か
ら
底
質
浄
化
の
効
果
予
測
、
さ
ら
に
効
果

的
な
施
工
法
ま
で
幅
の
広
い
も
の
で
し
た
。

底
質
浄
化
実
施
設
計
調
査
の
体
系
は
、図
―

１（
藤
森
、一
九
八
五
）の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

ま
す
。
種
々
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
重
層
的
に
絡
み

合
っ
て
い
る
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、海
域
の
特

性
把
握
の
た
め
の
広
域
実
態
調
査
・
現
地
で

の
小
規
模
実
験
や
長
期
的
な
追
跡
観
察
・
底

泥
と
上
載
水
と
の
併
存
系
で
の
室
内
溶
出
実

験
・
数
値
モ
デ
ル
に
よ
る
効
果
予
測
計
算
・

底
生
生
物
を
用
い
た
生
物
試
験
等
の
手
法
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
工
法
の
検
討
の
た
め
に
は
、
現
場
試
験

工
事
や
有
機
泥
特
有
の
工
法
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
調
査
デ
ー
タ
は
、学
識
経
験
者
に
よ

る
委
員
会
で
精
査
さ
れ
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

人
工
化
の
進
ん
だ
内
湾
で
は

不
断
の
ケ
ア
が
必
要
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沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
21
世
紀
を
創
る

東
西
を
結
ぶ
港
口
部
ル
ー
ト

水
の
都
・
新
潟
。
街
の
中
央
を
流
れ
る

信
濃
川
と
万
代
橋
は
新
潟
市
の
顔
。
こ
の

信
濃
川
の
河
口
に
位
置
す
る
新
潟
港
は
、

古
く
か
ら
栄
え
た
日
本
海
側
最
大
級
の
拠

点
港
で
す
が
、
万
代
橋
下
流
に
は
両
岸
を

結
ぶ
連
絡
路
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
港
湾
と
し
て
の
飛
躍
的

発
展
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
生

活
や
経
済
活
動
等
の
面
で
大
き

な
制
約
と
な
り
、
新
潟
市
中
央

地
区
北
部
の
発
展
が
今
ひ
と
つ

進
ま
な
い
大
き
な
要
因
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
大

正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
以
来

連
絡
路
実
現
の
た
め
の
住
民
運

動
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
昭
和

五
十
八
年
〜
五
十
九
年
に
手
が

け
た
国
の
調
査
の
結
果
、
万
代

橋
下
流
連
絡
路
の
港
口
部
ル
ー

ト
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が
具

体
化
の
始
ま
り
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
に
は
、
新
潟
港
港
湾
計

画
に
お
い
て
、
全
延
長
三
二
六
〇
メ
ー
ト

ル
の
臨
港
道
路
「
入
舟
臨
港
線
」
と
し
て

計
画
決
定
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
に
国
の

直
轄
事
業
（
工
期
約
十
年
）
と
し
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。新
潟
港
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
、

市
民
の
関
心
も
深
く
、
名
称
を
広
く
一
般

市
民
等
か
ら
の
公
募
に
よ
り
、
沈
埋
部
を

「
新
潟
み
な
と
ト
ン
ネ
ル
」、
左
岸
立
坑
を

「
入
船
み
な
と
タ
ワ
ー
」、
右
岸
立
坑
を

「
山
の
下
み
な
と
タ
ワ
ー
」
と
し
て
名
付

け
て
も
ら
い
、
地
元
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ

る
施
設
と
し
て
、
平
成
十
四
年
五
月
十
九

日
に
沈
埋
部
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
含
む
二

キ
ロ
区
間
の
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

道
路
が
完
成
す
る
こ
と
で
、
両
岸
に
広
が

る
港
湾
施
設
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
周
辺
地
域
の
再
開
発
や
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
慢
性
化
し
て
い
る
市
内
の
交
通
渋

滞
の
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
潟
西

港
・
空
港
・
東
港
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ

る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
河
口
地
域
か
ら
対
岸

に
行
く
に
は
約
四
キ
ロ
上
流
に
あ
る
万
代

橋
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
距
離
に

し
て
約
八
キ
ロ
が
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
約

一
キ
ロ
と
な
り
、
大
幅
な
時
間
短
縮
が
図

ら
れ
ま
す
。

日
本
海
側
初
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル

信
濃
川
左
右
岸
の
立
坑
（
換
気
塔
）
を

結
ぶ
河
川
を
横
断
す
る
部
分
は
、
船
舶
の

航
行
へ
の
対
応
か
ら
沈
埋
工
法
に
よ
る
海

底
ト
ン
ネ
ル
が
日
本
海
側
で
初
め
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

沈
埋
工
法
は
、
ト
ン
ネ
ル
本
体
と
な
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
巨
大
な
函
を
別

の
場
所
で
製
作
し
、
水
に
浮
か
べ
え
い
航

し
、
所
定
の
位
置
に
沈
め
て
連
結
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
築
造
す
る
工
法

で
す
。

沈
埋
函
は
、
長
さ
が
一
〇
五
と
一
〇
七

メ
ー
ト
ル
の
二
種
類
が
あ
り
、
重
量
が
約

二
万
六
千
ト
ン
で
、
幅
二
十
八
・
六
メ
ー

ト
ル
、高
さ
八
・
九
メ
ー
ト
ル
、八
函
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
構
造
は
、
Ｒ
Ｃ

方
式
（
縦
方
向
Ｐ
Ｃ
）
で
、
往
復
分
離
四
車

線
車
道
の
ほ
か
、そ
の
両
側
に
歩
行
者
と

自
転
車
の
た
め
の
通
路
を
設
け
、車
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
歩
い
て
渡
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

工
事
と
し
て
は
、
平
成
元
年
に
新
潟
東

港
に
沈
埋
函
を
同
時
四
函
製
作
で
き
る
ド

ラ
イ
ド
ッ
ク
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
ド

ラ
イ
ド
ッ
ク
は
、幅
一
二
五
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
二
八
一
メ
ー
ト
ル
、深
さ
十
メ
ー
ト
ル
、

面
積
約
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
で
す
。

沈
埋
函
の
製
作
は
、
型
枠
が
レ
ー
ル
の

上
を
水
平
に
移
動
し
て
沈
埋
函
を
製
作
で

き
る
ト
ラ
ベ
ラ
ー
方
式
を

取
り
入
れ
作
業
の
効
率
と

沈
埋
函
の
製
作
精
度
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。
最
初

の
沈
埋
函
四
函
の
製
作
は
、

「
新
潟
港
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
」

未
来
を
開
く
新
潟
み
な
と
ト
ン
ネ
ル

港
湾
と
周
辺
地
域
の
飛
躍
的

発
展
が
期
待
さ
れ
る
事
業

国
土
交
通
省

北
陸
地
方
整
備
局
　
新
潟
港
湾
空
港
工
事
事
務
所
　
第
二
工
務
課
長
　
吉
永

茂

図－２　トンネル基本断面図

構造基準：

交 通 量：

車 線 数：

最急勾配：

自 歩 道：

４種１級（設計速度60km／ｈ）

24,000台／往復／日（計画）

往復分離４車線（幅員3.25m／車線)

4.0％

車道の両側3.0m

表－１道路計画諸元

図－１　新潟西港周辺道路網



周
辺
環
境
へ
の
配
慮
と
市
民
利
用
を

可
能
に
し
た
立
坑
デ
ザ
イ
ン

立
坑
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
換
気
の
た
め

の
施
設
が
地
上
部
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
機
能
上
、
高
い
ダ
ク
ト
（
煙
突
）

が
必
要
で
あ
り
大
規
模
な
構
造
と
な
る
こ

と
が
多
く
、
周
辺
に
及
ぼ
す
影
響
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

新
潟
港
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
、
周
辺

が
将
来
の
新
し
い
開
発
空
間
で
あ
り
、
立

坑
が
景
観
形
成
の
核
と
な
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
、
ま
た
、
二
つ
の
立
坑
が
港
の
入

口
と
も
い
う
べ
き
信
濃
川
の
両
サ
イ
ド
に

位
置
し
、
新
潟
港
の
シ
ン
ボ
ル
的
役
割
を

担
う
こ
と
か
ら
、
設
計
で
は
、
特
に
そ
の

デ
ザ
イ
ン
、利
用
方
法
に
留
意
し
ま
し
た
。

左
右
岸
の
立
坑
と
も
川
岸
か
ら
二
〇
〇
メ

ー
ト
ル
陸
域
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
下
部

は
、
歩
行
者
の
ト
ン
ネ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス

通
路
（
階
段
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）、
換

気
の
た
め
の
排
風
機
、
地
上
の
道
路
か
ら

浸
入
す
る
雨
水
等
の
た
め
の
排
水
槽
、
ト

ン
ネ
ル
火
災
時
の
た
め
の
防
火
水
槽
な
ど

が
配
置
さ
れ
、
立
坑
の
安
定
性
（
地
震
時

や
暴
風
時
等
に
お
い
て
立
坑
が
倒
れ
た

り
、
傾
い
た
り
し
な
い
こ
と
）
を
考
え
、

深
さ
二
十
・
五
メ
ー
ト
ル
（
基
準
面
か
ら

マ
イ
ナ
ス
十
八
メ
ー
ト
ル
）、
地
下
四
階

の
構
造
物
と
し
ま
し
た
。

上
部
は
、
ト
ン
ネ
ル
利
用
者
の
た
め
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
ト
ン
ネ
ル
内
の

安
全
や
環
境
を
監
視
す
る
た
め
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
室
、
三
本
の
排
気
ダ
ク
ト
等
が
配

置
さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
排
気
に
よ
る
周
辺
環

境
へ
の
影
響
が
軽
微
と
な
る
こ
と
等
を
考

慮
し
て
、
高
さ
四
十
メ
ー
ト
ル
（
基
準
面

か
ら
プ
ラ
ス
四
十
二
・
五
メ
ー
ト
ル
）、

地
上
七
階
の
建
築
物
と
し
ま
し
た
。
内
部

に
は
階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
地
上
と
ト
ン
ネ
ル
を
結
ぶ
だ
け
で
な

く
、
最
上
階
に
は
展
望
の
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
立
坑

の
持
つ
シ
ン
ボ
ル
性
に
着
目
し
、
人
々
の

印
象
に
残
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う

デ
ザ
イ
ン
を
施
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

大
き
な
構
造
物
に
あ
り
が
ち
な
景
観
上
の

威
圧
感
を
緩
和
し
、
そ
こ
に
人
々
が
親
し

み
を
も
っ
て
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
空
間

と
な
る
よ
う
、
全
体
を
様
々
な
形
態
を
持

つ
塔
の
複
合
体
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
屋

上
部
を
大
き
な
階
段
と
し
、
人
々
が
立
体

的
な
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、
憩
う
こ
と

の
で
き
る
場
所
と
し
た
ほ
か
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
や
地
下
へ
の
階
段
も
ゆ
っ
た

り
と
設
計
し
、
地
下
レ
ベ
ル
ま
で
豊
か
な

自
然
光
が
降
り
注
ぐ
よ
う
、
利
用
者
に
対

す
る
十
分
な
配
慮
を
施
し
て
い
ま
す
。
工

事
は
、
平
成
六
年
に
下
部
の
工
事
に
着

手
し
、
下
部
完
成
後
上
部
に
か
か
り
、

左
岸
立
坑
が
平
成
十
四
年
三
月
、
右
岸

立
坑
が
平
成
十
四
年
五
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

難
し
い
工
事
へ
の
挑
戦
、

細
や
か
な
配
慮

工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
新
潟

港
な
ら
で
は
の
厳
し
い
条
件
が
数
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
沈
埋
函
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
で
あ
り
、
水
底
ト
ン
ネ
ル
で

あ
る
こ
と
か
ら
高
い
水
密
性
が
要
求
さ

れ
る
と
と
も
に
マ
ッ
シ
ブ
な
高
強
度
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
た
め
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
温
度
ひ
び
割
れ
対
策
と
し
て
、

低
発
熱
の
セ
メ
ン
ト
の
使
用
、
遅
延
型

減
水
剤
の
増
量
に
よ
る
セ
メ
ン
ト
量
の

減
量
、
沈
埋
函
の
縦
方
向
に
Ｐ
Ｃ
ケ
ー

ブ
ル
に
よ
る
プ
レ
ス
ト
レ
ス
の
導
入
を

行
い
ま
し
た
。

沈
埋
函
の
据
付
で
は
、
据
付
現
場
が

フ
ェ
リ
ー
や
一
般
船
舶
が
航
行
す
る
航

路
内
で
あ
る
た
め
、
工
事
の
進
捗
状
況

に
あ
わ
せ
て
「
左
岸
側
と
右
岸
側
」
に

「
工
事
区
域
と
航
行
区
域
」
の
そ
れ
ぞ
れ

を
切
り
替
え
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
船

舶
の
航
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
換
気
塔
と
な
る
立
坑
の

工
事
は
、
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
例
の
な

い
軟
弱
な
砂
地
盤
で
か
つ
地
下
水
も
高

い
河
口
部
の
地
盤
を
掘
削
す
る
た
め
、

水
圧
、
土
圧
な
ど
を
計
測
し
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
昭
和
三
十
九
年
の
新
潟
地
震
の

際
に
は
新
潟
市
内
で
砂
地
盤
の
液
状
化

現
象
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
、
砂
地
盤

の
液
状
化
を
防
ぐ
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
構

造
物
に
は
各
種
液
状
化
対
策
工
法
を
講

じ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
工
事
現
場

は
、
機
雷
残
存
区
域
で
あ
る
た
め
、
磁

気
探
査
を
行
い
、
安
全
を
確
保
し
て
か

ら
工
事
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上

ト
ン
ネ
ル
の
隣
接
す
る
場
所
に
は
、
発

電
所
の
冷
却
用
取
水
の
た
め
の
水
管
橋

が
あ
り
、
仮
設
土
留
工
内
の
地
下
水
を

排
水
す
る
こ
と
に
よ
る
沈
下
が
な
い
よ

う
に
リ
チ
ャ
ー
ジ
工
法
に
よ
り
復
水
を

実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
工
事
現
場

の
隣
接
す
る
地
域
に
は
民
家
が
あ
り
、

騒
音
や
振
動
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
配

慮
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
細
や
か

な
配
慮
や
最
新
の
土
木
技
術
を
駆
使
し

な
が
ら
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
新
潟
の
厳
し
い
気
象
条

件
、
地
形
、
地
質
条
件
の
中
で
実
施
し
た

工
事
で
あ
り
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

し
た
が
、
地
元
関
係
者
の
方
々
の
深
い

理
解
と
協
力
に
よ
り
、
一
部
区
間
の
供

用
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
今
後
、
残
る

区
間
に
つ
い
て
も
早
期
の
全
線
完
成
に

向
け
、
安
全
や
環
境
面
に
留
意
し
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
と
生
活
に
配
慮
し
た

新
潟
港
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
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平
成
三
年
に
開
始
し
、
平
成
五
年
に
完

成
し
ま
し
た
。
残
り
の
四
函
に
つ
い
て

も
平
成
七
年
に
製
作
開
始
し
、
平
成
九

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
沈
埋

函
は
新
潟
東
港
か
ら
順
次
新
潟
西
港
ま

で
え
い
航
し
、
信
濃
川
左
岸
か
ら
右
岸

に
向
か
っ
て
所
定
の
位
置
に
沈
め
、
水

中
の
水
圧
を
利
用
し
て
結
合
し
、
さ
ら

に
ケ
ー
ブ
ル
で
繋
い
で
地
震
に
耐
え
る

ト
ン
ネ
ル
構
造
と
し
ま
し
た
。
平
成
十

二
年
六
月
に
は
沈
埋
函
八
号
函
、
最
終

ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
を
完
了
し
、
同
年
八

月
に
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
を
行
い
ま
し

た
。
陸
域
部
の
沈
埋
函
四
函
は
四
％
勾

配
を
有
す
る
斜
函
と
し
て
、
河
川
部
の
沈

埋
函
四
函
は
〇
・
三
％
勾
配
を
有
す
る

ほ
ぼ
水
平
な
函
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
、
交
通
の

安
全
性
・
快
適
性
の
確
保
、
防
災
面
の

重
視
、
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
火

災
を
知
ら
せ
る
火
災
検
知
器
や
非
常
電

話
、
消
火
の
た
め
の
消
火
栓
や
水
噴
霧

装
置
、
監
視
用
Ｉ
Ｔ
Ｖ
、
避
難
誘
導
を

行
う
た
め
の
ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備
、
誘

導
表
示
板
、
非
常
口
等
、
道
路
ト
ン
ネ

ル
と
し
て
機
能
し
て
い
く
た
め
必
要
な

設
備
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
マ
レ
ー
半
島
の
南
端
部

沖
合
い
、
赤
道
直
下
（
北
緯
一
度
付
近
）
に

位
置
す
る
島
国
で
、
国
土
面
積
六
六
〇
　
、

人
口
三
三
〇
万
の
多
民
族
都
市
国
家
で
す
。

一
九
五
九
年
の
英
国
か
ら
の
自
治
獲
得
、
一

九
六
五
年
の
マ
レ
ー
連
邦
か
ら
の
分
離
独
立

と
い
う
歴
史
的
変
革
以
後
、
海
上
交
通
の
要

衝
と
い
う
地
理
的
優
位
性
以
外
天
然
資
源
を

全
く
有
し
な
い
小
さ
な
島
国
が
、
ア
ジ
ア
経

済
発
展
の
急
先
鋒
と
し
て
短
期
間
の
間
に
急

速
な
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
主
要
先
進
国

と
肩
を
並
べ
る
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
機

能
性
・
快
適
性
で
世
界
一
の
評
価
を
受
け
る

チ
ャ
ン
ギ
空
港
、
一
〇
〇
％
に
近
い
下
水
道

普
及
率
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
で
世
界
一
を
競

う
港
湾
設
備
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
を
駆
使

し
た
生
活
環
境
、
高
速
道
路
・
地
下
鉄
整
備

等
、
他
国
に
引
け
を
と
ら
ぬ
都
市
国
家
で
す
。

ま
た
地
域
内
の
緑
化
政
策
を
強
力
に
推
進
し

て
お
り
、
緑
あ
ふ
れ
る
環
境
は
『
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
』
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
世
界
の
都

市
の
中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
整
備
『
先
進
国
』

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
住
宅
政
策
の

企
画
・
立
案
・
遂
行
を
担
当
し
て
い
る
の
が

Ｈ
Ｄ
Ｂ
（H

ousing
&
D
evelopm

ent
B
oard：

住
宅
開
発
庁
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

英
国
か
ら
自
治
を
獲
得
し
た
翌
年
の
一
九
六

〇
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
英
国
や

日
本
の
統
治
時
代
の
影
響
も
あ
っ
て
、
良
好

な
住
宅
が
著
し
く
不
足
し
、
都
市
部
に
は
不

法
居
住
者
の
ス
ラ
ム
街
が
多
く
点
在
し
て
い

ま
し
た
。
設
立
後
は
、
著
し
い
住
宅
不
足
と

社
会
資
本
整
備
計
画
の
歩
調
を
合
わ
せ
、
国

側
も
住
宅
予
算
を
最
重
要
政
策
予
算
と
位
置

付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
『
定
量
的
な

住
宅
の
充
足
』
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
国
民
の
九
割
近
く
の
人
が

Ｈ
Ｄ
Ｂ
住
宅
に
住
ん
で
お
り
、
ま
た
国
民
の

八
十
五
％
近
く
の
人
が
Ｈ
Ｄ
Ｂ
住
宅
を
自
分

の
持
家
と
し
て
い
ま
す
。
立
地
条
件
も
良
く
、

各
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
市
街
地
ま
で
三
十
分

か
ら
一
時
間
弱
程
度
の
快
適
な
通
勤
距
離
圏

と
な
っ
て
い
ま
す
。
狭
い
島
国
で
あ
り
な
が

ら
、
空
港
・
港
湾
・
工
業
団
地
・
交
通
網
等

の
社
会
資
本
整
備
を
行
う
と
同
時
に
、
短
期

間
の
う
ち
に
良
好
な
住
宅
政
策
を
達
成
し
た

こ
と
は
世
界
的
な
注
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
住
宅
整
備

こ
の
よ
う
に
都
市
整
備
先
進
国
な
っ
た
今

も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
早
々
と
二
十
一
世
紀

を
念
頭
に
再
開
発
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
プ
ラ
ン
の
目
的
は

①
住
宅
の
質
的
向
上

②
よ
り
多
く
の
レ
ジ
ャ
ー
活
動

③
よ
り
魅
力
的
な
都
市
・
住
宅
環
境

④
熱
帯
の
島
で
の
生
活
（
自
然
の
保
護
）

⑤
よ
り
高
い
生
活
水
準

今
ま
で
が
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
『
量
的
』

な
面
で
整
備
を
行
っ
て
き
た
の
に
対
し
、
今

後
は
『
質
的
』
な
面
で
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
従
い
、
こ
れ
ま
で
Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
主
流

で
あ
っ
た
高
層
住
宅
は
今
後
比
率
が
落
ち
、

よ
り
快
適
な
生
活
空
間
を
持
っ
た
リ
ゾ
ー
ト

的
住
宅
の
比
率
を
高
め
る
計
画
で
す
。

『
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
』
の
雰
囲
気
を
持
た
せ

る
た
め
に
は
、
公
園
や
庭
園
が
必
要
で
す
。

『
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
』
で
あ
る
た
め
に
は
、

海
岸
線
・
マ
リ
ー
ナ
・
自
然
植
物
群
が
必
要

で
す
。

『
ト
ロ
ピ
カ
ル
シ
テ
ィ
』
で
あ
る
た
め
に

は
、
高
層
よ
り
も
広
い
空
間
を
持
つ
低
層
住

宅
が
必
要
で
す
。
限
ら
れ
た
国
土
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
用

地
を
拡
大
す
る
だ
け
の
埋
立
で
は
な
く
、
島

が
本
来
持
つ
自
然
と
融
合
し
た
沿
岸
地
の
埋

立
事
業
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
き
た

わ
け
で
す
。

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
埋
立
・
住
宅
開
発
事
業

Coastal
Project
Report

ＨＤＢ住宅

シンガポール位置図

km2

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
住
宅
整
備

住
宅
整
備
『
先
進
国
』

東
亜
建
設
工
業
（
株
）
国
際
事
業
部
　
工
事
部
担
当
部
長

大
隅
洋
志
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住
宅
整
備
の
た
め
の
埋
立
事
業

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
本
格
的
埋
立
事

業
は
一
九
六
七
年
に
開
始
さ
れ
、一
九
六
五
年

の
分
離
・
独
立
時
の
国
土
面
積
は
五
八
二
●

で
し
た
が
、
一
九
九
九
年
に
は
六
六
〇
　
に

ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
的
に
み
る
と

本
島
の
南
岸
全
域
・
北
東
海
岸
の
一
部
・
ジ

ュ
ロ
ン
／
ト
ア
ス
地
区
等
と
な
っ
て
お
り
、

自
然
海
岸
が
残
っ
て
い
る
部
分
が
少
な
い
状

況
で
す
。

当
社
が
一
九
九
七
年
よ
り
四
年
間
に
わ
た

っ
て
実
施
し
た
ポ
ン
ゴ
ー
ル
埋
立
工
事
（
四

期
）
は
、『Punggol21

』
と
銘
打
た
れ
た
二

十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
よ
り
質
の
高
い
住
宅

開
発
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で

す
。
も
と
も
と
ポ
ン
ゴ
ー
ル
と
い
う
地
域
は

養
豚
場
・
養
鶏
場
・
養
魚
場
が
点
在
す
る
所

で
、
あ
る
意
味
で
同
国
唯
一
の
未
開
発
地
域

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
い
、
前
述
し

た
自
然
と
融
合
し
た
沿
岸
埋
立
と
い
う
意
味

で
は
、
最
適
の
地
形
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
埋
立
工
事
に
は
、
住
宅
開
発
・
整
備

の
埋
立
事
業
と
し
て
以
下
の
特
筆
す
べ
き
点

が
あ
り
ま
す
。

①
護
岸
は
Ｌ
型
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
、
そ
の
上

部
の
コ
ー
ピ
ン
グ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面

全
体
に
厚
さ
七
十
五
㎜
のG

ranite

（
御
影

石
）
を
張
り
付
け
る
設
計
と
し
て
い
る
。

②
沖
合
い
数
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
コ
ニ
ー
島

も
埋
立
を
行
う
が
、
本
島
と
繋
ぐ
こ
と
は

せ
ず
（
面
積
増
大
だ
け
を
最
重
要
点
と
せ

ず
）
景
観
と
生
態
系
を
考
慮
し
た
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
護
岸
の
線
形
も
直

線
だ
け
で
な
く
、
複
雑
な
曲
線
を
巧
み
に

取
り
入
れ
て
い
る
。

③W
hite
Sand

とN
aturalB

oulder

を
用

い
た
海
岸
を
造
成
し
て
い
る
。

第
一
点
で
あ
る
が
、
こ
のG

ranite

は
ホ
テ

ル
の
内
装
や
庁
舎
の
門
前
に
建
て
ら
れ
る
省

庁
名
を
刻
ん
だ
碑
に
用
い
る
、
言
わ
ば
高
級

感
や
重
厚
さ
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

埋
立
の
護
岸
は
あ
く
ま
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

類
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
こ
の
工

事
で
は
こ
の
よ
う
な
高
価
な
材
料
を

惜
し
げ
な
く
、
大
量
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
注
者
の
話
で
は
『
打
放
し
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
表
面
は
景
観
に
問
題
が
あ
る
』
と
の
こ
と

で
、
採
用
に
踏
み
切
っ
た
そ
う
で
す
。

第
二
点
は
、
元
来
の
海
水
の
流
れ
を
保
持

す
る
と
共
に
、
元
の
島
の
原
形
を
極
力
残
す

よ
う
な
埋
立
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
自
然
な

水
の
流
れ
を
維
持
し
、
生

態
系
を
保
護
す
る
こ
と
は
、

環
境
問
題
を
重
視
す
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
に
と
っ

て
、
開
発
・
整
備
上
不
可

避
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
目
の
前
に
自
然
に
近

い
島
が
す
ぐ
あ
る
と
い
う

景
観
は
、
沿
岸
埋
立
事
業

に
と
っ
て
大
き
な
唄
い
文

句
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

す
。第

三
点
は
海
岸
線
の
造

成
で
す
。
ま
ず
発
注
者
が

求
め
た
の
は
、
日
本
で
も

よ
く
見
か
け
る
『
岩
場
の

あ
る
海
岸
』
で
、
角
の
と

れ
た
自
然
の
石
で
造
成
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
石
は

川
で
し
か
採
取
で
き
な
い
も
の
で
、
近
隣
諸

国
を
調
査
し
ま
し
た
が
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
の

川
か
ら
の
調
達
と
な
り
ま
し
た
。

『
自
然
の
岩
場
ら
し
く
造
成
す
る
』

こ
と
に
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た

が
、
写
真
で
示
す
よ
う
な
石
の
配

置
で
発
注
者
の
満
足
を
得
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
海

岸
は
『W

hite
Sand

』
と
い
う
、

仕
様
書
で
色
・
粒
径
に
つ
い
て
調

達
不
可
能
と
も
思
え
る
厳
し
い
条

件
材
料
の
使
用
を
要
求
さ
れ
た
、

人
工
海
岸
の
造
成
で
す
。
こ
の
砂

を
使
っ
た
ビ
ー
チ
に
太
陽
が
照
り

付
け
る
と
、
周
囲
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
せ
い
か
、
雪
の
よ
う
に
白

く
見
え
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
セ
ン
ト
ー
サ
島
と
い
う
観
光
地

に
は
三
つ
の
ビ
ー
チ
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
サ
ン
ド
』

と
呼
ば
れ
る
外
部
調
達
の
砂
で
造

成
を
し
た
見
事
な
海
岸
で
す
が
、

こ
の
砂
で
も
発
注
者
は
満
足
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

お
わ
り
に

現
在
の
政
府
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
（
海
外
か
ら
の
就
労
者

含
め
て
）
が
四
〇
〇
万
人
に
達
す
る
時
点

（
二
〇
三
〇
年
頃
）
を
想
定
し
た
国
土
再
開
発

計
画
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

既
に
そ
の
政
策
に
沿
っ
た
事
業
の
い
く
つ

か
は
着
手
済
み
だ
そ
う
で
す
。
政
府
は
教

育
・
文
化
・
経
済
成
長
（
と
り
わ
け
情
報
技

術
）
に
重
点
を
置
き
、
国
民
が
快
適
な
都
市

生
活
と
熱
帯
の
自
然
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と

い
う
新
し
い
将
来
的
生
活
水
準
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
て
い
ま
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
住

宅
・
都
市
・
社
会
資
本
整
備
『
先
進
国
』
と

し
て
の
世
界
的
地
位
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と

な
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

Granite（御影石）を使用した親水性護岸

コニー島の護岸線形

住
宅
整
備
の
た
め
の
埋
立
事
業

上／『ＷｈｉｔｅＳａｎｄ』
下／「岩場のある海岸」

km2
km2



No.７ 2002 CDIT 22

大
型
浚
渫
船
兼
油
回
収
船

「
白
山
」
完
成
式
典
開
催

【
H
14
・
5
・
16
】
大
型
浚
渫
兼
油
回
収
船
「
白

山
」
の
完
成
式
が
、
招
待
を
含
む
約
一
七
〇
名

の
参
加
の
も
と
、
東
京
港
晴
海
ふ
頭
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
扇
国
土
交
通
大
臣
の
挨
拶
の
あ
と
、

「
白
山
」
の
概
要
説
明
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す

玉
開
被
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
白
山
」
は
、
平
成
九
年
一
月
の
ナ
ホ
ト
カ
号

の
重
油
流
出
事
故
を
契
機
に
、
外
洋
で
の
流
出

油
防
除
体
制
が
求
め
ら
れ
新
潟
西
港
の
浚
渫
船

「
白
山
丸
」
の
代
替
船
と
し
て
平
成
十
二
年
よ
り

建
造
を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

油
回
収
は
、
船
体
両
舷
に
回
収
能
力
五
〇
〇

●
／
ｈ
の
大
型
油
回
収
装
置
を
二
基
、
ポ
ン
プ

の
付
い
た
油
回
収
器
を
海
面
に
浮
か
せ
て
、
海

面
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
油
を
回
収
す
る
「
投
げ

込
み
式
油
回
収
器
」
を
一
基
装
備
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
浚
渫
は
「
自
航
ド
ラ
グ
サ
ク
シ
ョ
ン

式
浚
渫
」
方
式
を
採
用
す
る
と
と
も
に
環
境
に

や
さ
し
い
浚
渫
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
性
能
測
深
ソ
ナ
ー
が
導
入
さ
れ
て

お
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
デ
ー
タ
を
と
り
込
む
こ
と
で
、

操
船
の
支
援
及
び
海
底
地
形
の
把
握
な
ど
、
浚

渫
作
業
の
支
援
を
行
な
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

今
後
、「
白
山
」
は
新
潟
西
港
に
回
航
さ
れ
て
、

最
後
の
実
証
試
験
を
行
な
っ
た
後
、
平
成
十
四

年
八
月
に
完
工
と
な
る
予
定
で
す
。
国
土
交
通

省
北
陸
地
方
整
備
局
新
潟
港
湾
空
港
工
事
事
務

所
に
配
備
さ
れ
て
、
通
常
は
新
潟
西
港
の
浚
渫

船
と
し
て
稼
動
し
ま
す
。

浚
渫
兼
油
回
収
船
は
、
名
古
屋
港
の
清
龍
丸
、

北
九
州
港
の
海
翔
丸
に
次
い
で
全
国
で
三
隻
目

と
な
り
、
日
本
海
側
で
は
初
と
な
り
ま
す
。「
白

山
」
の
配
備
に
よ
っ
て
、
油
流
出
事
故
発
生
時

は
、
現
場
到
着
時
間
の
大
幅
な
短
縮
や
速
や
か

な
回
収
作
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
日

本
海
側
の
中
央
部
・
新
潟
港
へ
の
配
備
に
よ
り
、

出
動
か
ら
二
十
四
時
間
以
内
に
日
本
海
沿
岸
で
、

四
十
八
時
間
以
内
に
三
隻
で
日
本
周
辺
の
ほ
ぼ

全
域
で
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

新
潟
み
な
と
ト
ン
ネ
ル
・

柳
都
大
橋
開
通
式
開
催

【
H
14
・
5
・
19
】
信
濃
川
を
横
断
す
る
二
つ
の

連
絡
路
「
新
潟
み
な
と
ト
ン
ネ
ル
」
と
「
柳
都

大
橋
」
の
開
通
式
が
新
潟
市
入
船
町
地
先
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
潟
み
な
と
ト
ン
ネ
ル
」
は
昭
和
六
十
一
年

新
潟
港
港
湾
計
画
に
お
い
て
計
画
さ
れ
、
国
直

轄
の
臨
港
道
路
事
業
と
し
て
新
潟
西
港
で
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
開
通
に
よ
っ

て
信
濃
川
で
分
断
さ
れ
た
東
西
の
新
潟
を
結
び

つ
け
、
新
潟
港
か
ら
発
生
す
る
物
流
・
人
流
の

効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
潟
市
内
の

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
高
い
耐
震
性
か
ら
地
震
災

害
時
の
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
（
詳
し
く
は
、
今
号
の
「
沿
岸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
―
21
世
紀
を
創
る
」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
）。

「
柳
都
大
橋
」
は
平
成
四
年
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
万
代
島
ル
ー
ト
線
の
う
ち
信
濃
川
を
横

断
す
る
橋
梁
と
し
て
整
備
さ
れ
、
新
潟
市
中
心

部
の
渋
滞
の
緩
和
と
と
も
に
地
域
活
性
化
の
支

援
を
図
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
春

開
業
予
定
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
複
合
施
設
「
朱

鷺
メ
ッ
セ
」
を
核
と
し
た
万
代
島
再
開
発
を
支

援
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

m3

大型浚渫兼油回収船「白山」

扇国土交通大臣の挨拶

開通式後に催された祝賀会柳都（りゅうと）大橋

新潟みなとトンネル。中央奥が左岸入口

「
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の

基
準
・
同
解
説（
英
語
版
）」発
刊

【
H
14
・
3
】（
財
）国
際
臨
海
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
こ
の
度
「
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基

準
・
同
解
説
」（
社
団
法
人
日
本
港
湾
協
会
）の

最
新
改
訂
版
の
英
語
訳
版
を
発
刊
し
ま
し
た
。

日
本
の
港
湾
技
術
基
準
は
、
世
界
的
に
最
先

端
の
も
の
が
多
く
、こ
れ
か
ら
の
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
技
術
基
準
と
し
て
高
い
価
値
を
有
し
て
い

ま
す
。
英
語
版
の
発
刊
に
よ
っ
て
、
名
実
と
も

に
日
本
の
技
術
を
国
際
社
会
に
広
く
知
ら
し
め

る
基
礎
が
整
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
海
外
で

の
調
査
・
設
計
・
工
事
に
携
わ
れ
る
各
位
に
お

か
れ
て
は
、必
携
の
技
術
書
と
な
る
で
し
ょ
う
。

●
定
価：

三
五
〇
〇
〇
円
（
Ｃ
Ｄ
付
、
税
込
）

●
お
問
い
合
わ
せ：

（
財
）国
際
臨
海
開
発
研
究

セ
ン
タ
ー
・
技
術
基
準
事
務
局

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
三
　
東
京
都
千
代
田
区

霞
ヶ
関
三
―
二
―
四
霞
山
ビ
ル
四
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
―
三
五
八
〇
―
三
二
七
一

F
A
X
〇
三
―
三
五
八
〇
―
三
六
五
七
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経緯
構造物の耐震設計における地震荷重の国際標準には、
ＩＳＯ３０１０「構造物への地震作用」（Bases for design
of structures ― Seismic actions on structures）があります。
このＩＳＯ３０１０は、ＩＳＯ／ＴＣ９８「構造物の設計の
基本」（１９６０年設立、議長：ポーランド）に所属す
るＴＣ９８／ＷＧ１が担当して１９８８年に策定したもの
で、１９９５年から改訂作業に着手し、さる２００１年
１２月にＩＳＯ中央事務局よりＩＳＯ３０１０（Second
edition）として正式発行にこぎ着けました。
このＩＳＯ３０１０では土木関係施設への全面的な適用
を見合わせており、今後、土木施設を含む多様な構造物
の設計地震荷重の国際標準化が実現されるように、関係
技術者・研究者の貢献が求められていました。この実現
を目的として、土木学会を代表する形で地震工学委員会
の中に国際小委員会（委員長：井合進）が２０００年５
月（正式には１２月）設置されました。

ISO／TC98／SC３／ＷＧ10発足へ
地震工学委員会国際小委員会は、基礎（杭、ケーソン、
連壁など）、地中構造物（トンネル、ボックスカルバー
ト、パイプラインなど）、抗土圧構造物（擁壁など）、土
構造物（盛土斜面など）などを念頭に、地盤からの地震
作用を中心とした新規課題の提案書の作成に着手し、わ
が国のＩＳＯ審議団体である建築・住宅国際機構におけ
る国内審議を経て、２００１年５月にWashington DCで開
催されたＴＣ９８関連諸会議で提案し審議の結果、この
提案は原則了承され、新作業項目（ＮＰ）「Seismicactions
on geotechnical works（地盤関連の構造物への地震作用）」
とすることとなり、担当事務局を日本、Project leader候
補者を井合進として、国際投票に入りました。国際投票
結果（Ｐメンバー投票）は、賛成９、反対１、棄権３、
エキスパート指名６、ＳＶＡＴスコア１６.４であり、本
課題に対する新たなＷＧの発足が正式に承認されまし
た。その後、ＩＳＯ中央事務局（スイス国）へ正式登録
を経て、２００２年２月８日には、新たなワーキンググ
ループがＩＳＯ／ＴＣ９８／ＳＣ３／ＷＧ１０（主査：
井合　進）として正式に立上り、新規ＩＳＯ２３４６９
を策定する活動を開始することとなりました。

今後の活動予定
今後は、ＷＧ１０国内委員会における検討をふまえ

つつ、以下のようなＩＳＯ／ＷＧ活動を予定しています。

●２００２年６月２５日：
ISO／TC98／SC3／WG10 Preliminary meeting 
（米国アンカレッジ）
●２００２年９月８日：
ISO／TC98／SC3／WG10 
第一回委員会（英国ロンドン）
●２００２年１２月９～１０日：
ISO／TC98／SC3／WG10 
第２回委員会（ベルギー国ブリュッセル）
●２００２年１２月１２～１２日：
ISO／TC98およびISO／TC98／SC3 
委員会への報告（同上）

ＩＳＯ規則による標準的なＩＳＯ策定スケジュール
としては、ＷＤ（初稿）作成を６カ月後に、ＣＤ作成
を１２カ月後に、ＤＩＳ作成を２４カ月後に、ＦＤＩＳ
作成を３３カ月後に、ＩＳＯ完成を３６カ月後、とし
ており、今年中の活動がＷＤ策定に向けた一つの山場
となる。

国際WGメンバー
国際ＷＧメンバーは、ＩＳＯ各国審議団体より正式

登録されたメンバーに加え、国際地盤工学会
（ISSMGE／ＴＣ４）およびユーロコード策定委員会
（CEN／TC250／SC8）との連携（liaison）をはかり、
１１カ国、１４名のメンバーからなる以下の構成と
している。

Convener：
Susumu Iai, Kyoto University, Japan
Memebers：
Shin'ichiro Mori, Ehime University, Japan 
Richard Weller, Standards Australia, Australia
Peter Byrne, University of British Columbia, Canada
Ezio Facciolli, Technical University（Politecnico）of Mil- 
an, Italy（CENliaison）
Rafael Blazquez, Universidad Politecnica de Madrid, 
Spain
Atilla Ansal, Istanbul Technical University, Turkey
Farrokh Nadim, Norwegian Geotechnical Institute,   
Norway
Ross W. Boulanger, University of California, Davis, USA
Hanlong Liu, Hohai University, Nanjin, China
Alain Pecker, Geodynamique et Structure, France
Scott Steedman, Whitby Bird & Partners, U.K
W.D.Liam Finn, University of British Colombia, 
Canada／Kagawa University,Japan（ISSMGE／TC4 cha-
irman, liaison）
Ikuo Towhata, University of Tokyo, Japan（ISSMGE／
TC4 liaison）

Ｉ
Ｓ
O
R
E
P
O
R
T

ISO／TC98／SC3／WG10が発足
新規ISO23469「地盤基礎構造物への地震作用」の策定へ

京都大学　教授　井合　進
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強くやさしく未来を育む洋上風力発電
～風力発電 Q&A～

温
暖
化
、
酸
性
雨
、
森

林
破
壊
等
の
地
球
規
模
で

の
環
境
破
壊
が
進
み
、
地

球
環
境
問
題
に
対
す
る
国
際
的
関
心
が

高
ま
る
中
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
へ
の
転
換
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

風
は
、
太
古
の
昔
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に

利
用
さ
れ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

現
在
で
は
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
技
術
開
発
が
進
み
、
そ
の
経
済
性
も

風
力
先
進
国
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
で
は

火
力
発
電
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

風
力
発
電
は
、
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
風

車
に
よ
り
回
転
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
、

こ
れ
に
よ
り
発
電
機
を
回
し
て
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
も
の
で
す
。
そ

の
特
徴
は
、
環
境
汚
染
物
質
の
排
出
が

全
く
無
く
、
ク
リ
ー
ン
な
発
電
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
こ
と
と
、
風
と
い
う
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
が
ほ
ぼ
無
尽
蔵
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
風
は

常
に
変
化
し
風
向
や
風
速
が
絶
え
ず
変

動
す
る
た
め
、
安
定
し
た
発
電
出
力
を

得
に
く
い
こ
と
や
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密

度
が
小
さ
い
こ
と
が
短
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
短
所
を
風
力
発
電
に

適
し
た
安
定
し
た
風
が
吹
く
場
所
へ
の

導
入
、
大
型
風
車
設
置
に
よ
る
発
電
出

力
の
増
大
、
計
画
的
な
配
置
に
よ
る
全

体
の
出
力
の
安
定
化
な
ど
に
よ
り
補
え

ば
、
環
境
に
や
さ
し
い
発
電
設
備
と
し
て

運
用
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、

電
力
会
社
を
中
心
に
試
験
・
実
証
用
の

な
ぜ
風
力
発
電
が

注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

大
型
風
力
発
電
機
の
設
置
が
行
わ
れ
て

お
り
、
九
十
年
代
後
半
か
ら
は
発
電
事

業
と
し
て
設
備
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
輸
入
風
車

の
技
術
向
上
に
よ
る
効
率
化
と
、
政
府

に
よ
る
風
力
発
電
事
業
に
対
す
る
助
成

措
置
等
も
あ
り
、
急
速
に
そ
の
進
展
が

見
ら
れ
、
一
九
九
五
年
に
は
約
一
万
kW

（
設
備
要
領
）
で
あ
っ
た
も
の
が
二
〇

〇
一
年
末
に
は
二
十
五
万
kW
を
越
え
、

現
在
に
お
い
て
も
、
多
く
の
風
力
発
電

の
導
入
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
世
界
の
風
力
発
電
の
総
設
備

要
領
は
二
〇
〇
二
年
一
月
に
は
約
二
四

〇
〇
万
kW
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海
上
に
お
け
る
乱
れ
は
陸
上
よ
り
も
小

さ
い
。
乱
れ
が
小
さ
い
こ
と
で
、
風
車

や
ブ
レ
ー
ド
に
与
え
る
機
械
的
疲
労
が

小
さ
く
な
り
結
果
的
に
風
力
発
電
シ
ス

テ
ム
の
寿
命
が
長
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

③
　
風
の
鉛
直
シ
ア
ー
が
小
さ
い

海
面
の
粗
度
係
数
は
小
さ
い
こ
と
か

ら
、
陸
上
に
比
べ
洋
上
で
は
高
度
に
よ

る
風
速
変
化
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
海

上
で
は
陸
上
に
比
べ
て
タ
ワ
ー
を
低
く

設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
経
済
性
を
高
め

ら
れ
る
可
能
性
を
示
す
。

（
２
）
大
型
風
車
の
設
置
及
び
運
搬
が
可
能

風
車
は
大
型
化
す
る
ほ
ど
経
済
的
で

あ
る
た
め
、
年
々
大
型
化
し
て
い
る
。

国
内
最
大
規
模
で
あ
る
北
海
道
苫
前
に

設
置
さ
れ
て
い
る
一
・
六
五
MW
の
機
種

で
は
、
ブ
レ
ー
ド
（
回
転
羽
）
一
枚
の

長
さ
約
三
十
三
ｍ
、
タ
ワ
ー
（
風
車
の

洋
上
風
力
発
電
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
は
以
下
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
洋
上
は
強
く
安
定
し
た
風
が
吹
く

①
　
洋
上
は
風
が
強
い

洋
上
に
お
け
る
風
速
は
陸
上
と
比
べ

て
強
く
、
沿
岸
か
ら
離
れ
た
海
域
に
お

い
て
は
、
二
十
％
程
度
の
風
速
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
陸
上
部
の
地
形

に
よ
っ
て
は
近
接
す
る
陸
上
部
に
比
べ

沿
岸
部
の
風
速
が
四
十
％
か
ら
八
十
％

程
度
ま
で
大
き
い
実
測
例
も
あ
る
。

②
　
洋
上
風
は
乱
れ
が
少
な
い

温
度
差
は
、
大
気
―
陸
地
よ
り
も
大

気
―
水
面
の
方
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、

洋
上
風
力
発
電
施
設
を

設
置
す
る
利
点
は
何
で
す
か
？

日
本
で
の
風
力
発
電

設
備
は
陸
上
に
限
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
設
置
場
所
の
条
件
と
し
て
は
、
安

定
し
た
風
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
設
置
場
所
へ
の
搬
入

路
や
送
電
線
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

地
形
の
複
雑
な
日
本
に
と
っ
て
は
潜
在

的
な
制
約
が
多
く
、
コ
ス
ト
高
の
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
我
が
国
に
お

い
て
、
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
更
に
活
用

し
て
い
く
た
め
に
は
、
世
界
有
数
の
海
岸

線
の
長
さ
を
持
つ
海
洋
国
家
と
い
う
地

理
的
条
件
を
生
か
し
、
陸
上
に
比
べ
て

障
害
物
が
少
な
く
、
安
定
し
た
良
好
な

風
が
得
ら
れ
る
港
湾
・
沿
岸
域
で
の
利

用
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
、
そ
の
活
用

に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
財
）
沿

岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
沿

岸
セ
ン
タ
ー
）で
は
港
湾
を
含
む
沿
岸
域

に
設
置
す
る
風
力
発
電
施
設
を
洋
上
風

力
発
電
と
定
義
し
て
そ
の
実
現
に
向
け

洋
上
風
力
発
電
と
は

何
で
す
か
？

洋上風力施設の事例　Middelgrunden Wind Farm デンマーク（20MW×20基）

た
各
種
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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日
本
で
も
洋
上
風
力
発

電
施
設
の
設
置
の
事
前
検

討
が
各
所
で
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
洋
上
風
力
発
電
推
進
の
た
め
の

課
題
と
し
て
は
、
基
礎
の
建
設
費
が
陸

日
本
で
の
洋
上
風
力
発
電
の

実
現
は
あ
り
ま
す
か
？

�

支
柱
部
分
）
高
六
十
ｍ
、
タ
ワ
ー
最
大

径
約
四
ｍ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ク
ラ

ス
に
な
る
と
、
陸
上
で
の
設
置
及
び
運

搬
が
可
能
な
場
所
は
限
定
さ
れ
る
が
、

洋
上
ま
た
は
沿
岸
部
で
は
海
上
及
び
港

を
利
用
し
、
大
型
作
業
船
に
よ
る
作
業

が
可
能
な
た
め
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は

少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
欧
州
で
は

近
年
、
洋
上
に
設
置
す
る
事
を
前
提
と

し
た
大
型
風
車
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

（
３
）
施
設
の
建
設
と
撤
去
が
容
易

風
車
の
建
設
及
び
撤
去
は
、
ク
レ
ー

ン
等
を
用
い
容
易
に
工
事
が
で
き
る
。

火
力
発
電
施
設
等
の
在
来
の
施
設
は
、

用
地
取
得
、
建
設
に
長
期
間
を
要
す
る

が
風
車
は
短
期
間
に
工
事
が
で
き
る
。

ま
た
原
子
力
発
電
施
設
の
よ
う
に
撤
去

に
膨
大
な
費
用
を
必
要
と
し
な
い
。

一
般
に
多
く
の
海
で
は
一
日
に

二
回
、
約
十
二
時
間
お
き
に
潮
の

満
ち
引
き
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
潮
汐
で
す
。
そ

し
て
海
面
が
上
が
り
き
っ
た
状
態

を
満
潮
、
逆
に
下
が
り
き
っ
た
状

態
を
干
潮
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
干

満
の
差
（
潮
位
差
）
は
、
時
と
場

所
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
ま

た
こ
の
差
は
、
通
常
約
十
五
日
の

周
期
で
変
化
し
、
そ
の
大
き
さ

（
正
確
に
は
太
陽
と
月
の
位
相
差
）

か
ら
次
に
示
す
通
り
、
潮
回
り
と

呼
ば
れ
る
五
種
類
の
名
称
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

大
潮：

干
満
の
差
が
大
き
い
状
態

で
、
新
月
や
満
月
の
前
後

数
日
間

小
潮：

干
満
の
差
が
小
さ
い
状
態

で
、
月
の
形
状
が
半
月
と

な
る
前
後
数
日
間

中
潮：

大
潮
と
小
潮
の
間
の
期
間

長
潮：

月
の
形
状
が
上
弦
・
下
弦

を
一
〜
二
日
過
ぎ
た
頃
の

小
潮
末
期

若
潮：

長
潮
の
翌
日
（
潮
の
干
満

差
が
再
び
大
き
く
「
若
返

る
」
状
態
）

こ
う
い
っ
た
潮
汐
は
、
主
と
し

て
月
や
太
陽
の
引
力
と
、
地
球
が

こ
れ
ら
の
天
体
と
共
通
重
心
を
公

転
し
て
い
る
遠
心
力
の
合
力
（
潮

汐
力
ま
た
は
起
潮
力
）
で
起
こ
り

ま
す
が
、
海
水
の
盛
り
上
が
り
は

天
体
の
方
向
だ
け
で
は
な
く
反
対

側
に
も
生
じ
ま
す
。
月
や
太
陽
は

見
か
け
上
、
約
一
日
で
地
球
を
一

周
す
る
の
で
、
こ
の
海
面
の
上
下

動
は
一
日
に
二
回
現
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
般
に
、
潮
汐
力
は

天
体
側
と
反
対
側
で
は
異
な
る
の

で
、
一
日
二
回
あ
る
満
潮
（
干
潮
）

の
高
さ
は
異
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
月
に
よ
る
満
潮
と
太

陽
に
よ
る
満
潮
が
一
致
し
た
時

（
位
相
差
が
〇
度
ま
た
は
一
八
〇

度
）
が
最
も
満
干
潮
の
差
が
大
き

く
大
潮
と
な
り
、
両
者
の
位
相
差

が
九
十
度
（
ま
た
は
二
七
〇
度
）

に
な
っ
た
状
態
が
満
干
潮
の
差
が

最
も
小
さ
く
小
潮
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
に
記
し
た
潮
位
に

関
す
る
基
礎
知
識
を
含
め
、
潮
位

変
動
お
よ
び
潮
位
観
測
に
つ
い
て

は
、『
潮
位
を
図
る
（
潮
位
観
測
の

手
引
き
）』（（
財
）
沿
岸
開
発
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
発
刊
）
に
分
か
り

易
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

潮
汐
（
天
文
潮
）【tide

(astronom
icaltide

)

】

■
文
／

（
財
）沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
部
　
研
究
員
　
小
竹
康
夫

（
４
）
騒
音
等
の
環
境
に
関
す
る
問
題
が

少
な
い

風
力
発
電
機
は
、
ブ
レ
ー
ド
が
回
転

す
る
際
、
多
少
の
騒
音
が
発
生
す
る
。

ま
た
、
タ
ワ
ー
、
ナ
セ
ル
が
金
属
製
で
あ

る
た
め
、
電
波
障
害
を
発
生
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
し
か
し
洋
上
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
の
発
生
す
る
可
能
性
は

陸
上
に
比
べ
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

上
と
比
較
し
て
高
価
、
送
電
線
の
敷
設

等
送
電
費
用
が
高
価
、
国
内
で
は
実
証

試
験
施
設
等
の
設
置
に
よ
り
環
境
へ
の

影
響
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
、
等
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
最
も
基
本
的
か
つ
重

要
な
問
題
と
し
て
、
洋
上
風
力
発
電
施

設
設
置
に
関
す
る
、
設
計
・
施
工
手
法

が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
十
一
年

十
月
よ
り
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
港
湾
・
沿
岸
域
に
お
け
る
風
力
発

電
シ
ス
テ
ム
に
係
わ
る
工
法
の
技
術
開

発
と
そ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
研
究
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
研
究
の
成
果
を

「
洋
上
風
力
発
電
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
二
〇
〇
一
年
度
版
）」
と
し
て
と
り
ま

と
め
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
洋
上
に
設
置
さ
れ
る
風
力
発
電
施

設
の
基
礎
構
造
等

に
着
目
し
、
現
時

点
に
お
い
て
国
内

で
の
事
例
が
な
い

洋
上
風
力
施
設
の

設
計
・
施
工
手
法

の
提
案
を
行
っ
た

も
の
で
す
。
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、

洋
上
風
力
発
電
の

実
現
に
向
け
た
検

討
が
各
地
で
具
体

化
し
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進

に
貢
献
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
文
／

佐
伯
建
設
工
業
（
株
）

技
術
本
部
　
技
術
部

岡
島

伸
行

（
元

沿
岸
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員
）

風力発電システムの概念図
（出典：「風力発電導入ガイドブック」新エネルギー産業開発機構）

現在建設中の施設　Hornsrev Wind Farm デンマーク（2MW×80基）
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NEWS

港
湾
関
連
民
間
技
術
の

確
認
審
査
・
評
価
事
業

評
価
証
の
授
与

平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日
（
火
）
Ｆ
Ｍ
セ
ン
タ
ー

十
一
階
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
に
お
い
て
、【
管
中
混
合

第
二
回
有
識
者
に
よ
る

技
術
研
究
諮
問
会
議

開
催
日：

平
成
十
四
年
七
月
十
日
（
水
）

十
一：

〇
〇
〜
十
三：

三
〇

場
　
所：

Ｆ
Ｍ
セ
ン
タ
ー
十
一
階
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ

ー
ム

議
　
事：

一
、
平
成
十
三
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て

二
、
港
湾
・
沿
岸
域
を
め
ぐ
る
最
近
の
話
題
に
つ
い
て

右
記
議
事
に
沿
っ
て
、
平
成
十
四
年
度
重
点
研
究
活

動
、
国
際
化
へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
ご
審
議
賜
り

ま
し
た
。

第
三
十
八
回
評
議
員
会

開
催
日：

平
成
十
四
年
五
月
二
十
日
（
月
）

十
一：

〇
〇
〜
十
三：

〇
〇

場
　
所：

経
団
連
会
館
十
階
一
〇
〇
二
号

審
議
事
項：

一
、
平
成
十
三
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て

二
、
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
修
正

に
つ
い
て

三
、
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

右
記
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演：

「
港
湾
行
政
の
課
題
」

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
技
術
　
参
事
官
　
金
澤
　
寛
氏

第
四
十
三
回
理
事
会

開
催
日：

平
成
十
四
年
五
月
二
十
四
日
（
金
）

十
二：

〇
〇
〜
十
四：

〇
〇

場
　
所：

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
二
階
　
若
草
の
間

審
議
事
項：

一
、
平
成
十
三
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て

二
、
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
修
正

に
つ
い
て

三
、
任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

四
、
常
勤
役
員
の
退
職
金
の
支
給
に
つ
い
て

右
記
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
回
国
土
技
術
開
発
賞

（
財
）
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
応
募
い

た
し
て
お
り
ま
し
た
、「
第
四
回
国
土
技
術
開
発
賞
」
の

選
考
が
終
わ
り
、
平
成
十
四
年
七
月
十
八
日
（
木
）
扇

国
土
交
通
大
臣
を
東
京
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
新
館
一
階

鳳
凰
の
間
に
お
迎
え
し
、
受
賞
者
へ
の
表
彰
状
の
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ
ま
し
た
技
術
名
お

よ
び
応
募
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞
【
ゼ
ロ
ス
ペ
ー
ス
工
法
（
株
）
関
電
工
】

優
秀
賞
【
高
含
水
泥
土
造
粒
固
化
処
理
工
法
　
五
洋
建

設
（
株
）】【
Ｔ
ヘ
ッ
ド
バ
ー
工
法
　
清
水
建
設
（
株
）、

第
一
高
周
波
工
業
（
株
）】【
近
自
然
型
海
浜
安
定
化
工

法
（
株
）
テ
ト
ラ
、
日
鐵
建
材
工
業
（
株
）】

入
賞
【
ト
レ
カ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
工
法
　
（
株
）
大
林
組
、

東
レ
（
株
）、
日
本
シ
ー
カ
（
株
）】【
ト
ン
ネ
ル
軸
方
向

水
平
コ
ッ
タ
ー
式
Ｒ
Ｃ
セ
グ
メ
ン
ト
（
株
）
大
林
組
】

【
ア
ク
ア
プ
ラ
工
法
　
東
急
建
設
（
株
）、（
株
）
明
治
ゴ

ム
化
成
、
タ
キ
ロ
ン
（
株
）、
三
菱
商
事
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
株
）】【
高
耐
震
性
・
低
コ
ス
ト
の
鉄
骨
柱
・
梁
接
合
技

術
　
（
株
）大
林
組
】【
Ａ
Ｍ
Ｐ
工
法
　
西
松
建
設（
株
）、

山
伸
工
業
（
株
）】【
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
工
法
　
（
株
）
大
林
組
、

（
株
）竹
中
工
務
店
、（
株
）竹
中
土
木
、
不
動
建
設
（
株
）】

【
三
次
元
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
精
密
施
工
法
　
（
株
）
間
組
、

（
株
）
ジ
オ
ス
ケ
ー
プ
】【
ロ
ボ
Ｑ
　
（
株
）フ
ジ
タ
】

【
動
画
デ
ー
タ
か
ら
連

続
静
止
画
作
製
技
術

（
株
）エ
マ
キ
】【
既
存

構
造
物
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
強
度
調
査
法
「
ソ
フ

ト
コ
ア
リ
ン
グ
」（
株
）

銭
高
組
、
前
田
建
設
工

業
（
株
）、
日
本
国
土
開

発
（
株
）】

【
出
版
物
の
紹
介
】

沿
岸
開
発
技
術
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
Ｎ
ｏ.

13

「
潮
位
を
測
る
」（
潮
位
観
測
の
手
引
き
）

本
書
は
、『
波
を
測
る
（
沿
岸
波
浪
観
測
の
手
引
き
）』

(

平
成
十
三
年
三
月
発
行)

に
続
き
「
海
象
観
測
デ
ー
タ

の
解
析
・
活
用
に
関
す
る
研
究
会
」
が
編
集
し
た
、
潮

位
変
動
お
よ
び
潮
位
観
測
に
関
す
る
用
語
や
技
術
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
す
。

潮
位
変
動
は
、
港
湾
・
海
岸
構
造
物
の
計
画
・
設

計
・
建
設
、
港
湾
や
航
路
の
利
用
・
管
理
、
沿
岸
域
に

お
け
る
防
災
活
動
や
災
害
の
原
因
究
明
な
ど
に
あ
た
っ

て
常
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
要
素
で
す
。

ま
た
、
工
事
基
準
面
の
設
定
、
施
工
管
理
に
も
、
潮
位
観

測
記
録
が
活
用
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
津
波
や
高
潮
の

実
態
把
握
や
、
水
質
等
の
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
に
も

固
化
処
理
工
法
「
ト
ル
ネ
ー
ド
ミ
キ
シ
ン
グ
工
法
」
り
ん

か
い
建
設
（
株
）】【
重
錘
式
捨
石
均
し
工
法
（
株
）
大
本

組
】【
Ｎ
Ｄ
Ｒ
工
法（
橋
脚
耐
震
補
強
用
仮
締
切
り
工
法
）

五
洋
建
設
（
株
）】【
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
レ
ー
ザ
レ
ベ
ル
に
よ
る
地

域
沈
下
測
量
シ
ス
テ
ム
　
五
洋
建
設
（
株
）、
日
本
海
洋

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）、ペ
ン
タ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス（
株
）】

【
空
気
圧
送
方
式
に
よ
る
敷
砂
、
覆
砂
の
薄
層
撒
出
工

法
東
洋
建
設
（
株
）、
東
翔
建
設
（
株
）】
の
五
技
術
に
対

し
て
「
港
湾
関
連
民
間
技
術
の
確
認
審
査
・
評
価
事
業
」

に
お
け
る
第
二
回
評
価
証
の
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

第38回評議員会

金澤参事官

第2回評価証を授与さ
れたみなさんと井上
理事長（前列右から2
人目）

扇国土交通大臣
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（財）沿岸開発技術研究センター
本研究センターは、昭和58年９月に設立された国土交通省（前
運輸省）所轄の財団法人です。
本研究センターは、沿岸域の開発・利用・保全に係る分野の技
術開発と、その技術の活用と普及を目指した研究組織です。
本研究センターは、必要に応じて国土交通省国土技術政策総合
研究所、独立行政法人港湾空港技術研究所、独立行政法人海上技術
安全研究所の指導を受け、また各界専門家、学識経験者からなる委
員会を組織して事業を実施します。

■
八
月
号
刊
行
に
当
た
り
、
今
回
も
大
勢

の
方
々
に
、
御
面
倒
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
宮
間
俊
一
）

■
編
集
後
記
を
書
く
の
は
二
度
目
で
す

が
、
今
回
も
殆
ど
作
業
に
加
わ
る
こ
と
が

出
来
ず
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

（
小
竹
康
夫
）

■
こ
の
八
月
号
で
編
集
委
員
と
お
別
れ
し

ま
す
。
い
ま
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
窪
田
　
太
）

■
日
常
業
務
に
追
わ
れ
、
機
関
誌
編
集
作

業
に
な
か
な
か
手
が
回
り
ま
せ
ん
。
今
年

も
暑
い
夏
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
奥
村
耕
之
）

編
集
後
記

【役員名簿】
●会 長
千速　晃 社団法人 日本鉄鋼連盟 会長
●理事長
井上興治 常勤
●常務理事
中山　嵩 常勤
●理 事
石月昭二 財団法人 日本気象協会 会長

稲葉興作 社団法人 日本作業船協会 会長

磯部雅彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科　教授

植野正明 財団法人 東京港埠頭公社 理事長

大野正夫 港湾技術コンサルタンツ協会 会長

岡野利道 社団法人 日本造船工業会 会長

小沢大造 常勤
坂井順行 特定非営利活動法人　リサイクル

ソリューション　理事長

酒匂敏次 東海大学　海洋学部 教授

須賀龍郎 鹿児島県知事
土屋　勲 常勤
中野　勉 常勤
中村英夫 財団法人 運輸政策研究機構 副会長

平山征夫 新潟県知事
藤野慎吾 社団法人 日本港湾協会 会長

間野　忠 財団法人 日本海事協会 会長

御巫清泰 関西国際空港株式会社　代表取締役社長

水野康平 社団法人 日本埋立浚渫協会 会長

南　直哉 電気事業連合会　会長
柳原隆雄 財団法人 大阪港埠頭公社 理事長

吉田宏一郎 東海大学　海洋学部　教授

●監 事
石渡友夫 社団法人　ウォーターフロント開

発協会　顧問

設楽邦夫
●顧 問
松本輝寿
廣田　孝夫
合田 良実

【有識者による技術研究諮問会議】
石原研而 中央大学　特任教授
奥村樹郎 国際航路協会日本部会事務局長
合田良実 横浜国立大学 名誉教授

小林正樹 小林ソフト化研究所（株）代表取
締役所長

酒匂敏次 東海大学 海洋学部　教授

柴田　徹 福山大学 工学部建設環境工学科　教授

菅原照雄 北海道大学 名誉教授

須田　煕 交通政策審議会港湾分科会 会長

竹内良夫 株式会社 竹内良夫事務所 社長

長瀧重義 東京工業大学　名誉教授
中村英夫 財団法人 運輸政策研究機構 副会長

野田節男 国際航路協会 副会長

堀川清司 武蔵工業大学 学長

堀口孝男 東京都立大学 名誉教授

吉田宏一郎 東海大学 教授

吉田信夫 福岡大学 工学部土木工学科　教授

【平成１４年７月１日現在】

潮
位
観
測
記
録
は
重
要
で
す
し
、
近
年
注
目
を
集
め
て

い
る
地
球
環
境
問
題
の
観
点
か
ら
海
水
面
の
長
期
変
動

を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
潮
位
観
測
記
録
は
重
要
で
す
。

多
く
の
利
用
目
的
を
持
つ
潮
位
観
測
に
関
し
て
、
全

体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
何
を
ど
の
よ
う
な
精
度

で
測
り
、
観
測
結
果
を
ど
の
よ
う
に
と
り
ま
と
め
る
べ

き
か
を
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
一
冊
の
本
、
す
な

わ
ち
各
機
関
の
観
測
担
当
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い

潮
位
観
測
に
関
す
る
手
引
き
書
は
今
日
に
至
る
ま
で
と

り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
書
の
発
行
に
よ
っ
て
、
潮
位
観
測
担
当
者
の
意
識

向
上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
観
測
お
よ
び
観
測
記
録

整
理
が
質
的
に
向
上
し
、
潮
位
観
測
記
録
の
よ
り
一
層

の
有
効
活
用
に
役
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
監
修：

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

合
田
良
美

●
編
集：

海
象
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
・
活
用
に
関
す
る

研
究
会

●
発
行：

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

●
定
価：

３
０
０
０
円
（
税
・
送
料
込
）

Ａ
５
判
　
２
０
０
ペ
ー
ジ

沿
岸
開
発
技
術
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
Ｎ
ｏ.

14

「
洋
上
風
力
発
電
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル（
二
〇
〇

一
年
度
版
）」
―
基
礎
工
法
に
重
点
を
お
い
て
―

地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
国
際
的
関
心
が
高
ま
る
中

で
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

太
古
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
さ
れ
て
き
た
無
尽
蔵
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
「
風
」
を
利
用
し
た
風
力
発
電
は
、
二
酸
化

炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
一
層
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
九
十
年
代
か
ら
電
力
会
社
を
中
心
に
試

験
・
実
証
用
の
大
型
風
力
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
、
九

十
年
代
後
半
か
ら
は
事
業
と
し
て
設
備
の
設
置
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
輸
入
風
車
の
技
術
向
上

に
よ
る
効
率
化
と
、
政
府
に
よ
る
風
力
発
電
事
業
に
対

す
る
助
成
措
置
等
も
あ
り
、
急
速
な
進
展
が
見
ら
れ
、

現
在
も
多
く
の
風
力
発
電
の
導
入
計
画
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
設
備
は
陸
上
に
限
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。
今
後
、
我
が
国
に
お
い
て
、
風
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
さ
ら
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
世
界
有
数

の
海
岸
線
の
長
さ
を
有
す
る
海
洋
国
家
と
い
う
地
理
的

条
件
を
生
か
し
、
障
害
物
が
少
な
く
、
安
定
的
で
良
好
な

風
が
得
ら
れ
る
港
湾
・
沿
岸
域
で
の
利
用
を
可
能
と
す

る
こ
と
が
、
そ
の
活
用
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
風
力
発
電
施
設
を
洋
上
に
設
置

す
る
際
に
課
題
と
な
る
基
礎
構
造
に
着
目
し
、
現
状
技

術
を
応
用
し
た
設
計
・
施
行
方
法
の
提
案
を
行
な
っ
た

も
の
で
す
。
今
後
、
我
が
国
で
の
洋
上
風
力
発
電
の
計
画

や
設
計
に
携
わ
る
方
は
も
と
よ
り
、
広
範
な
方
々
の
参

考
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

●
発
行：

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

●
定
価：

５
０
０
０
円
（
税
・
送
料
込
）

Ａ
４
判
　
２
１
３
ペ
ー
ジ

■
出
版
物
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
総
務
部
（
担
当
　
井
上
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
七
七
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洋上風力発電の技術マニュアル�
（２００１年度版）�

―基礎工法に重点をおいて―�
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